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『
遂
加
』
の
方
法

中
川

博
夫

は
じ
め
に

『
遂
加
』
は
『
追
加
』
と
も
書
き
、
『
慶
融
遂
加
書
』
『
慶
融
法
眼
抄
』
と
も
呼
ば
れ
る
、
藤
原
為
家
の
子
で
仁
和
寺
の
僧
で
あ
っ
た
と
思

し
き
法
眼
慶
融
の
手
に
な
る
歌
学
書
で
あ
る
。
冒
頭
に
「
遂
加
書
レ
之
」
、
末
尾
に
「
以
二
先
人
遺
命
一
私
書
一
一
加
之
一

法
眼
慶
融
」
、
中
間
に
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「
先
人
被
レ
仰
き
」
「
先
人
は
仰
せ
ら
れ
し
」
な
ど
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
建
治
元
年
(
一
二
七
五
)
五
月
一
日
の
父
為
家
没
後
程
経
ず
に
成
つ

た
と
推
測
さ
れ
て
い
て
、
為
家
の
『
詠
歌
一
体
』
に
、
父
か
ら
の
口
伝
な
ど
に
基
づ
い
て
追
補
し
た
も
の
で
あ
る
と
知
ら
れ
る
。
分
量
零
細

で
は
あ
る
が
、
為
家
の
歌
論
の
一
端
を
補
完
的
に
窺
う
こ
と
が
で
き
、
さ
ら
に
、
定
家
・
為
家
・
慶
融
の
三
代
聞
の
相
承
の
あ
り
よ
う
に
、

興
味
深
い
示
唆
を
与
え
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
そ
れ
を
論
じ
て
み
た
い
。

地
儀
落
題
説
の
例
証
か
ら
の
転
化

(
2
)
 

『
遂
加
』
は
、
次
の
よ
う
に
始
ま
る
。

(482) 



遂
加
書
レ
之

地
儀

河
・
海
・
山
・
野
・
関
、

(481) 

如
レ
此
字
を
ば
、
必
ず
歌
に
読
み
あ
ら
は
す
べ
し
。
五
条
三
位
入
道
歌
、

関
路
花

足
柄
の
山
の
手
向
に
祈
れ
ど
も
ぬ
さ
と
散
り
か
ふ
花
桜
か
な

自
疋
ぞ
題
の
字
に
よ
み
据
ゑ
ら
れ
ざ
る
例
也
。
花
・
郭
公
・
月
・
雪
等
の
題
に
は
、
必
ず
可
一
一
詠
居
一
。
関
字
よ
り
も
、
可
レ
詠
レ
之
。
古
今
歌
、

鳴
き
と
む
る
花
し
な
け
れ
時
鴛
も
は
て
は
も
の
憂
く
な
り
ぬ
ぺ
ら
な
り

あ
は
れ
て
ふ
事
を
あ
ま
た
に
や
ら
じ
と
や
春
に
遅
れ
て
独
り
咲
く
ら
ん
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如
レ
此
乍
レ
詠
レ
花
、
花
を
よ
み
据
ゑ
ず
。
然
而
、
花
を
題
に
て
詠
レ
之
時
は
猶
花
可
レ
詠
者
也
。
鵜
川
な
ん
ど
は
よ
み
あ
ら
は
す
べ
し
。

こ
れ
は
、
『
詠
歌
一
体
』
「
題
を
よ
く
よ
く
心
得
べ
き
事
」
の
、
「
天
象
・
地
儀
・
殖
物
・
動
物
、
す
べ
て
其
の
体
あ
ら
ん
物
を
ば
其
の
名

を
よ
む
べ
し
。
三
十
ニ
子
の
な
か
に
題
の
字
を
落
と
す
事
は
深
く
是
を
難
じ
た
り
。
但
し
、
思
は
せ
て
よ
み
た
る
も
あ
り
」
に
対
す
る
「
遂
加
」

で
あ
ろ
う
。
為
家
が
、
天
象
・
地
儀
・
植
物
・
動
物
等
全
て
具
体
物
は
、
そ
の
名
称
を
詠
む
べ
き
と
し
て
、
題
詠
の
一
首
中
に
そ
れ
を
示
す

題
の
字
(
名
称
)
を
詠
み
落
と
す
こ
と
を
批
判
し
つ
つ
二
一
一
日
外
に
示
唆
す
る
方
途
を
猶
予
す
る
、
と
い
う
題
詠
の
心
得
を
説
く
箇
所
で
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
慶
融
は
、
祖
父
定
家
の
「
石
清
水
若
宮
歌
合
寛
喜
四
年
』
に
於
け
る
判
詞
「
題
の
字
の
中
、
山
・
川
・
田
・
野
の
た
ぐ
ひ
は
、

必
ず
其
の
字
を
歌
の
表
に
よ
み
据
う
べ
し
と
、
昔
な
ら
ひ
て
侍
れ
民
」
と
い
う
言
説
を
拠
り
所
は
(
そ
れ
を
隠
し
て
)
、
特
に
「
地
儀
」
に
拘
り
、

細
か
く
河
・
海
・
山
・
野
・
関
と
具
体
化
し
て
、
そ
れ
ら
を
必
詠
の
字
と
し
な
が
ら
、
曾
祖
父
俊
成
の
「
関
路
花
」
題
の
「
足
柄
の
」
歌
(
長



秋
詠
藻
・
二
二
ハ
)
を
、
題
の
字
を
詠
み
据
え
な
い
で
も
よ
い
例
と
し
て
挙
げ
る
。
そ
し
て
、
花
・
郭
公
・
月
・
雪
等
と
い
っ
た
、
春
夏
秋

冬
の
要
材
の
題
の
場
合
は
必
詠
で
あ
り
、
「
関
」
の
字
に
優
先
し
て
詠
み
据
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
、
と
注
す
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
「
花
」

に
収
数
さ
せ
て
、
「
花
」
を
詠
み
据
え
な
い
古
今
歌
二
首
を
挙
証
し
つ
つ
、
「
花
」
題
の
場
合
は
や
は
り
「
花
」
が
必
詠
で
あ
る
と
釘
を
刺
す
。

最
後
に
再
ぴ
「
地
儀
」
に
帰
っ
て
、
特
に
「
鵜
川
」
な
ど
は
一
首
の
表
面
に
詠
み
顕
す
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

「
地
儀
」
に
焦
点
を
絞
っ
て
遂
加
す
る
と
見
せ
て
、
実
は
「
植
物
」
の
「
花
」
を
重
視
す
る
論
へ
と
横
滑
り
さ
せ
て
い
る
。
「
地
儀
」
の
落

題
が
許
容
さ
れ
る
場
合
を
例
示
す
よ
う
で
あ
り
な
が
ら
、
「
関
路
花
」
題
で
あ
る
「
足
柄
の
」
歌
の
「
関
」
字
を
詠
み
据
え
ず
に
許
さ
れ
る

場
合
の
例
証
た
る
意
味
は
む
し
ろ
希
薄
に
な
っ
て
い
て
、
結
題
で
何
れ
の
字
が
よ
り
優
先
的
に
重
要
か
と
い
っ
た
問
題
に
す
り
替
わ
っ
た
か

の
よ
う
な
印
象
さ
え
残
る
の
で
あ
る
。

続
い
て
挙
げ
る
「
鳴
き
と
む
る
」
「
あ
は
れ
て
ふ
」
の
両
古
今
歌
に
つ
い
て
、
「
如
レ
此
乍
レ
詠
レ
花
」
と
い
う
前
提
を
設
定
し
て
「
花
を
詠
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み
据
え
ず
」
と
断
じ
て
い
る
が
、
後
文
に
「
然
而
花
を
題
に
て
詠
レ
之
時
猶
花
可
レ
詠
者
也
」
と
続
く
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
「
乍
レ
詠
レ
花
」

の
「
花
」
は
、
題
の
「
花
」
を
指
す
こ
と
に
な
ら
な
い
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
落
題
の
許
容
、
批
判
の
何
れ
で
も
な
く
、
こ

こ
に
挙
例
し
た
意
図
が
不
明
と
な
る
の
で
あ
る
。

「
あ
は
れ
て
ふ
」
歌
は
、
「
卯
月
に
咲
け
る
桜
を
見
て
よ
め
る
」
の
詞
書
を
持
つ
紀
利
貞
の
歌
(
古
今
集
・
夏
・
二
二
六
)
で
あ
る
。
定
家
は
『
顕

注
密
勘
』
で
「
花
を
よ
み
て
、
花
の
字
を
面
に
据
ゑ
ぬ
を
ぞ
め
づ
ら
し
と
ぞ
侍
る
。
木
伝
へ
ば
お
の
が
羽
風
に
散
る
花
を
、
と
云
ふ
歌
に
も
、

鷲
と
据
ゑ
ぬ
な
る
べ
し
」
と
注
し
て
い
る
。
花
を
詠
む
「
あ
は
れ
て
ふ
」
歌
が
、
「
花
」
の
字
を
面
に
詠
み
据
え
な
い
の
は
、
「
鴛
の
鳴
く
を

よ
め
る
」
と
詞
書
す
る
「
木
伝
へ
ば
お
の
が
羽
風
に
散
る
花
を
誰
に
負
ほ
せ
て
こ
こ
ら
鳴
く
ら
ん
」
(
古
今
集
・
春
下
・
一O
九
・
素
性
)
が
、
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鴛
を
詠
み
な
が
ら
歌
の
面
に
「
鷲
」
と
詠
み
据
え
な
い
の
と
同
断
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
慶
融
は
祖
父
の
こ
の
言
説
に
適
従
し
た
か
の



ょ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
定
家
の
意
図
は
、
「
桜
を
見
て
」
や
「
鷺
の
鳴
く
を
」
と
い
う
見
聞
に
拠
る
歌
に
つ
い
て
、
「
花
」
と
言
わ
ず
に
「
花
」

を
詠
じ
得
て
い
る
こ
と
を
、
「
鷲
」
と
言
わ
ず
に
「
鴛
」
を
詠
じ
得
て
い
る
こ
と
に
寄
せ
て
評
価
し
て
い
る
と
見
る
べ
き
で
あ
り
、
少
な
く

と
も
「
花
」
の
「
題
」
を
詠
み
落
と
し
て
も
よ
い
例
と
捉
え
て
い
た
訳
で
は
な
い
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

も
う
一
首
の
「
鳴
き
と
む
る
」
歌
(
古
今
集
・
春
下
・
二
一
八
・
貫
之
)
も
、
調
書
は
「
弥
生
に
鴛
の
声
の
久
し
う
聞
え
ざ
り
け
る
を
よ

め
る
」
で
あ
り
、
「
花
」
を
一
首
の
表
面
に
詠
み
据
え
る
こ
と
が
本
来
的
に
要
求
さ
れ
る
べ
き
歌
で
は
な
く
、
「
花
し
な
け
れ
ば
」
と
い
う
措

辞
を
以
て
「
花
を
詠
み
据
ゑ
ず
」
と
解
す
る
こ
と
の
当
否
を
措
き
、
ま
た
「
花
」
が
題
詠
か
属
目
か
を
も
措
い
て
、
「
花
を
詠
じ
乍
ら
」
と

い
う
前
提
自
体
が
、
直
ち
に
成
立
し
得
る
と
ま
で
は
言
え
な
い
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

か
れ
こ
れ
見
合
わ
せ
る
と
、
こ
の
二
首
は
、
こ
こ
に
わ
ざ
わ
ざ
挙
例
す
る
の
が
妥
当
な
歌
と
は
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
は
、
題
詠

論
・
落
題
論
で
「
花
」
を
詠
み
据
え
る
か
否
か
の
例
た
り
得
な
い
歌
を
恋
意
に
挙
証
し
た
、
と
さ
え
見
な
し
得
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

と
こ
ろ
で
、
最
後
に
唐
突
な
感
じ
で
「
地
儀
」
に
一
戻
っ
て
、
具
象
の
一
つ
に
過
ぎ
な
い
「
鵜
川
」
に
拘
り
遂
加
し
た
意
図
は
な
ん
で
あ
ろ

う
か
。
「
鵜
川
」
は
、
歌
語
と
し
て
は
『
万
葉
集
』
(
巻
一
・
雑
歌
・
三
八
)
に
「
・
:
上
つ
瀬
に

下
つ
瀬
に

小
網
さ
し
渡

鵜
川
を
立
ち

す
:
・
」
と
詠
ま
れ
た
の
が
早
い
。
歌
題
と
し
て
は
、
『
貫
之
集
』
の
で
っ
か
は
/
大
空
に
あ
ら
ぬ
も
の
か
ら
川
上
に
星
と
ぞ
見
ゆ
る
聾
火
の

影
」
(
一
五
二
が
初
例
と
な
ろ
う
村

o

歌
合
等
で
は
、
永
承
六
年
(
一
O
五
二
夏
頃
の
『
六
条
斎
院
藤
子
内
親
王
歌
合
』
の
出
題
が
確

実
な
早
い
例
で
、
承
暦
四
年
(
一
O
八
O
)
十
月
二
日
の
『
篤
子
内
親
王
家
侍
所
歌
合
』
に
も
見
え
る
。
続
い
て
、
永
久
四
年
(
一
一
一
ム
ハ
)

十
二
月
の
『
永
久
百
首
』
に
設
題
さ
れ
、
元
永
元
年
(
一
一
一
八
)
六
月
の
『
右
兵
衛
督
家
歌
合
』
に
も
出
題
さ
れ
て
い
る
。

勅
撰
集
に
は
、
そ
の
『
右
兵
衛
督
家
歌
合
』
か
ら
『
金
葉
集
』
に
一
首
、
「
実
行
卿
家
歌
合
に
、
鵜
河
の
心
を
よ
め
る
/
中
納
言
雅
定
/

大
堰
川
い
く
瀬
鵜
舟
の
過
ぎ
ぬ
ら
ん
ほ
の
か
に
な
り
ぬ
筆
火
の
影
」
(
夏
・
一
五
二
が
採
ら
れ
た
の
が
初
出
で
、
そ
の
撰
者
俊
頼
は
、
家

(479) 



集
『
散
木
奇
歌
集
』
に
「
鵜
川
を
よ
め
る
」
と
す
る
三
首
(
三
五
八
j

三
六
O
)
と

「
右
兵
衛
督
家
歌
合
』
の
一
首
(
三
六
ニ
を
残
し
て

い
る
。
そ
の
後
、
長
承
三
年
(
一
二
二
四
)
末
頃
の
『
為
忠
家
初
度
百
首
』

の
題
に
は
「
毎
夜
鵜
河
」
が
採
用
さ
れ
る
。
ま
た
、
『
久
安
百
首
」

の
俊
成
部
類
本
で
は
崇
徳
院
の
「
早
瀬
川
み
を
さ
か
の
ぼ
る
鵜
飼
ひ
舟
ま
づ
こ
の
よ
に
も
い
か
が
苦
し
き
」
に
「
鵜
川
の
心
を
」
と
付
さ
れ
、

こ
の
一
首
は
俊
成
撰
の
『
千
載
集
』
(
夏
・
二
O
五
)
に
詞
書
「
百
首
歌
の
中
に
、
鵜
河
の
心
を
よ
ま
せ
給
、
つ
け
る
」
と
し
て
入
集
す
る
こ

と
に
な
る
。

併
行
し
て
こ
の
時
期
の
家
集
で
は
「
鵜
川
」
の
結
題
詠
が
、
覚
性
法
親
王
の
『
出
観
集
』
(
連
夜
鵜
河
・
二
一
一
一
)
、
『
重
家
集
」

(
夜
夜
鵜
河
・
一
八
)
、
『
教
長
集
』
(
昼
鵜
河
・
二
六
八
)
、
公
重
の
『
風
情
集
』
(
罫
一
鵜
川
・
四
六
九
)
、
『
頼
政
集
』
(
夜
夜
鵜
河
・
一
一
四
、

連
夜
鵜
河
・
一
六
三
)
、
「
二
条
院
讃
岐
集
』
(
深
き
夜
の
鵜
川
・
三
ご
、
『
実
家
集
』
(
早
瀬
の
鵜
川
・
九
五
)
と
い
う
具
合
に
詠
ま
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
重
家
の
出
題
か
と
さ
れ
る
『
寂
蓮
結
題
百
首
』
に
も
、
「
深
き
夜
の
鵜
川
/
迷
ふ
べ
き
契
り
ぞ
深
き
鵜
飼
ひ
舟
こ
の

夜
も
月
の
入
る
を
待
ち
け
る
」
(
一
一
一
一
)の一
首
が
見
え
て
い
る
。
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右
に
記
し
た
よ
う
な
歌
で
は
、
「
夜
川
」
「
夏
川
」
「
鵜
舟
」
「
鵜
飼
ひ
舟
」
あ
る
い
は
「
大
堰
川
」
(
後
に
は
「
桂
川
」
も
)
等
の
語
を
詠

ぐ
ひ

み
込
む
例
が
多
く
、
ま
た
「
鵜
」
も
「
川
」
も
詠
ま
ず
「
鮎
」
「
石
斑
魚
」
「
聾
火
」
等
々
で
鵜
飼
い
の
景
趣
を
叙
す
る
例
も
散
見
す
る
。
「
鵜
川
」

を
詠
み
据
え
た
例
は
、
俊
頼
の
「
ま
す
ら
を
は
鵜
川
の
瀬
々
に
鮎
と
る
と
引
く
白
縄
の
絶
え
ず
も
あ
る
か
な
」
(
散
木
奇
歌
集
・
鵜
川
を
よ

め
る
・
三
六
O
)、
俊
成
(
顕
広
)
の
「
鵜
川
に
は
五
月
の
闇
も
な
か
り
け
り
下
れ
ば
く
だ
す
舟
の
筆
火
」
(
為
忠
家
初
度
百
首
・
毎
夜
鵜
河
・

二
三
七
)
、
教
長
の
「
鵜
川
に
は
さ
ば
し
る
鮎
の
数
見
え
て
波
の
よ
る
と
も
か
ぎ
ら
ざ
り
け
り
」
(
教
長
集
・
昼
鵜
川
・
二
六
八
)
、
公
重
の
「
水

底
に
日
影
の
す
ぐ
に
さ
す
時
は
鵜
川
の
鮎
の
数
も
見
え
け
り
」
(
風
情
集
・
昼
鵜
川
・
四
六
九
)
が
目
に
入
る
程
度
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
「
鵜

川
」
題
は
、
院
政
期
に
は
そ
の
「
字
」
を
一
首
に
詠
み
据
え
る
こ
と
か
ら
比
較
的
自
由
で
あ
っ
た
と
見
て
よ
い
。

か
く
て
建
久
四
j

五
年
(
一
一
九
一
一
一
1

四
)
頃
成
立
の
『
六
百
番
歌
合
』
に
、
「
鵜
河
」
が
設
題
さ
れ
た
が
、
主
催
者
の
良
経
以
下
定
家
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や
家
隆
な
ど
新
古
今
時
代
を
主
導
す
る
歌
人
を
含
む
十
二
名
は
、
い
ず
れ
も
一
首
中
に
「
鵜
川
」
の
語
を
詠
む
こ
と
は
し
て
い
な
い
の
で
あ

る
。
し
か
も
、
左
右
の
難
陳
も
俊
成
の
判
調
も
、
そ
れ
を
答
め
る
こ
と
は
一
切
し
て
い
な
い
。
こ
れ
以
後
、
鎌
倉
時
代
を
通
じ
て
、
「
鵜
川
」

題
は
多
く
詠
ま
れ
る
が
、
院
政
期
の
傾
向
と
大
差
は
な
く
、
「
鵜
川
」
が
詠
み
込
ま
れ
る
こ
と
は
少
な
い
の
で
あ
る
。
特
に
、
『
遂
加
』
成
立

頃
ま
で
の
勅
撰
集
で
は
、
『
新
古
今
』
(
二
五
一
・
慈
円
。
六
百
番
歌
合
詠
)
「
続
後
撰
』
(
一
二
九
・
教
雅
)
「
続
古
今
』
(
二
五
五
・
通
光
)

「
続
拾
遺
』
(
一
八
七
・
後
嵯
峨
院
)
に
「
鵜
川
」
題
歌
が
採
録
さ
れ
て
い
る
が
、い
ず
れ
も
歌
に
「
鵜
川
」
の
語
は
見
え
な
い
。
即
ち
、
先

に
見
た
『
千
載
集
』
と
併
せ
て
、
慶
融
の
曾
祖
父
・
祖
父
・
父
・
兄
弟
の
俊
成
・
定
家
・
為
家
・
為
氏
が
撰
者
と
な
っ
た
勅
撰
集
が
、
「
鵜

川
」
題
で
歌
に
「
鵜
川
」
を
詠
み
込
む
必
要
を
見
せ
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。
ち
な
み
に
、
為
家
が
近
仕
し
た
順
徳
院
も
『
紫
禁
和
歌
草
』

に
「
鵜
川
」
題
を
二
首
(
一
五
、
五
O

こ
残
す
が
、
「
鵜
川
」
を
詠
み
込
ん
で
は
い
な
い
。
慶
融
の
同
時
代
で
も
、
例
え
ば
雅
経
の
孫
の
飛

鳥
井
雅
有
(
隣
女
集
・
一
二
二
四
・
二
三
一
五
・
一
九
六
六
、
雅
有
集
・
五
六
七
)
や
六
条
家
の
末
流
の
顕
氏
(
顕
氏
集
・
一
七
四
)
、
後
鳥

羽
院
の
孫
澄
覚
法
親
王
(
澄
覚
法
親
王
集
・
九
O
)
や
後
嵯
峨
院
皇
子
の
宗
尊
親
王
(
竹
風
抄
・
一
八
)
、
関
東
歌
艶
の
藤
原
政
範
(
政
範
集
・

一
九
一
二
)や
安
達
長
景
(
長
景
集
・
二
九
)
、
あ
る
い
は
文
永
二
年
(
一
二
六
五
)
七
月
七
日
の
『
白
河
殿
七
百
首
」
(
一
七
八
・
後
嵯
峨
院
、

一
七
九
・
禅
信
)
等
の
歌
に
つ
い
て
見
て
も
、
結
題
を
含
む
「
鵜
川
」
題
で
歌
に
「
鵜
川
」
を
詠
み
込
ん
だ
例
は
無
く
、
ほ
ぼ
同
様
の
傾
向

を
示
し
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
。

か
か
る
状
況
を
あ
る
程
度
認
識
し
た
上
で
の
慶
融
の
物
言
い
で
は
あ
ろ
う
。
た
だ
何
故
、
歴
代
の
和
歌
に
容
認
さ
れ
て
い
た
事
柄
に
つ
い

て
、
敢
え
て
「
鵜
川
な
ん
ど
は
よ
み
あ
ら
は
す
べ
し
」
と
意
見
し
た
の
か
は
詳
ら
か
に
し
得
な
い
。
た
だ
、
例
え
ば
父
為
家
が
、
歴
史
的
に

は
常
套
で
あ
る
「
け
し
き
」
の
語
を
恐
ら
く
は
漢
語
由
来
故
に
忌
避
し
て
い
っ
た
よ
う
な
、
微
細
な
事
柄
に
あ
る
種
の
原
理
主
義
を
持
ち
込

む
よ
う
な
性
向
が
、
慶
融
の
中
に
も
働
い
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
と
は
想
像
す
る
の
で
あ
る
。
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如
上
、
慶
融
の
行
文
は
自
在
と
言
え
ば
自
在
だ
が
、
そ
の
切
り
接
ぎ
・
接
ぎ
合
わ
せ
る
よ
う
な
著
述
方
法
に
こ
そ
慶
融
の
基
本
的
な
姿
勢

が
窺
わ
れ
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
為
家
が
「
詠
歌
一
体
」
で
落
題
と
し
て
挙
例
し
、
「
こ
の
歌
は
落
題
と
て
難
じ
た
り
」
と

し
た
「
五
月
雨
に
ふ
り
出
で
て
鳴
け
と
思
へ
ど
も
あ
す
の
菖
蒲
や
ね
を
残
す
ら
ん
」
と
い
う
佐
理
の
歌
は
、
応
和
二
年
(
九
六
二
)
五
月
四

日
「
内
裏
歌
合
』
の
歌
で
、
題
は
「
時
鳥
を
待
つ
」
、
右
方
は
轍
負
蔵
人
の
「
菖
蒲
草
根
を
深
く
こ
そ
掘
り
て
み
め
千
歳
も
君
と
わ
か
む
と

ぞ
思
ふ
」
で
あ
る
。
判
調
は
、
十
巻
本
で
は
「
こ
れ
も
題
の
心
な
し
、
と
て
持
」
と
す
る
が
、
廿
巻
本
で
は
、
「
郭
公
と
い
ふ
文
字
は
な
け
れ
ど
、

歌
の
姿
き
よ
げ
な
り
、
と
て
勝
つ
」
と
評
さ
れ
た
歌
で
あ
っ
た
。
為
家
が
近
仕
し
た
順
徳
院
の
『
八
雲
御
例
」
(
正
義
部
・
歌
合
子
細
)
で
は
、
「
此

の
歌
、
郭
公
と
い
は
ね
ど
も
、
勝
畢
。
い
づ
れ
の
題
も
可
レ
准
レ
之
。
ま
し
て
古
今
以
下
、
恋
と
い
は
ぬ
恋
歌
、
不
レ
可
一
一
勝
計
一
。
更
々
非
レ

難
云
々
」
と
さ
れ
、
即
ち
、
題
の
「
郭
公
」
を
言
わ
ず
に
勝
っ
た
の
は
何
題
で
あ
っ
て
も
同
様
で
、
恋
と
言
わ
な
い
恋
の
歌
の
古
今
集
以
下

の
甚
多
の
例
に
照
ら
し
て
、
非
難
に
は
当
た
ら
な
い
と
さ
れ
た
歌
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
評
価
を
為
家
が
知
ら
な
か
っ
た
と
は
考
え
に

つ
ま
り
為
家
は
、
落
題
の
例
歌
と
し
て
必
ず
し
も
相
応
し
い
と
は
言
い
難
い
評
価
も
あ
る
こ
の
歌
を
、
跨
踏
す
る
こ
と
な
く
挙
例
し

た
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
に
、
為
家
の
断
章
取
義
と
も
言
え
る
便
宜
的
態
度
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
は
慶
融
の
姿
勢
に
繋
が
る
も
の
で
あ

ノ
\
ノ
\
、

ろ
う
。
同
時
に
こ
の
為
家
の
考
え
方
は
、
『
遂
加
』
の
、
「
郭
公
」
他
の
春
夏
秋
冬
の
要
材
の
題
の
場
合
は
他
に
優
先
し
て
必
ず
詠
む
べ
き
で

あ
る
、
と
い
う
説
に
重
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ら
二
つ
の
意
味
で
、
慶
融
の
言
説
は
、
当
然
な
が
ら
為
家
の
そ
れ
に
深
く
通
じ
る
も
の

で
あ
る
。

制
詞
の
種
々
併
呑

右
に
続
け
て
『
遂
加
』
は
、
「
永
不
レ
可
レ
詠
調
」
を
記
す
。
即
ち
、
『
詠
歌
一
体
』
が
「
近
き
代
の
事
、
ま
し
て
こ
の
頃
の
人
の
よ
み
出
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だ
し
た
ら
ん
詞
は
、

一
句
も
更
々
よ
む
べ
か
ら
ず
」
と
し
た
、

い
わ
ゆ
る
主
あ
る
詞
・
制
詞
に
、
遂
加
す
る
の
で
あ
る
。
周
知
の
と
お
り
、

為
家
の
原
著
で
あ
る
広
本
『
詠
歌
一
体
』
か
ら
後
世
に
派
生
し
た
数
種
の
略
本
は
、
こ
の
制
詞
を
中
核
に
し
た
も
の
で
、
各
々
の
作
者
や
原

歌
を
挙
げ
る
な
ど
し
つ
つ
、
さ
ら
に
制
詞
を
拡
大
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
遂
加
』
を
、
そ
の
先
院
に
位
置
付
け
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。

『
遂
加
』
が
ま
ず
挙
げ
る
詞
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。
便
宜
に
番
号
を
付
す
。

①
雨
の
夕
暮

③
あ
り
け
れ
問

⑦
み
山
辺
の
里

④
思
ひ
せ
ば

⑤
心
地
こ
そ
す
れ

⑥
物
に
ぞ
あ
り
け
る

②
見
ゆ
る
曙

く
嵐
か
な

制
調
と
い
っ
て
も
、
後
代
に
そ
の
語
を
全
く
用
い
な
く
な
っ
た
訳
で
も
な
い
。
も
ち
ろ
ん
制
詞
の
規
制
を
知
ら
ず
に
詠
ん
だ
場
合
も
あ
ろ

う
し
、
京
極
派
や
南
朝
の
歌
人
達
な
ど
の
よ
う
に
恐
ら
く
は
敢
え
て
用
い
詠
ん
だ
場
合
も
あ
る
で
あ
ろ
う
。
今
日
の
資
料
上
に
悉
皆
的
に
厳

密
に
用
例
を
辿
る
こ
と
は
、
慶
融
の
認
識
と
む
し
ろ
議
離
す
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
主
に
勅
撰
集
を
目
安
に
こ
れ
ら
の
語
の
使
用
状
況
を
見
て
、

慶
融
の
意
図
を
探
っ
て
み
た
い
と
思
う
。

①
「
雨
の
夕
暮
」
は
、
良
経
の
で
っ
ち
し
め
り
菖
漏
ぞ
か
を
る
郭
公
鳴
く
や
五
月
の
雨
の
夕
暮
」
(
新
古
今
集
・
夏
・
二
二
O
)
が
原
歌
で
、

既
に
「
詠
歌
一
体
』
で
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
慶
融
の
思
い
違
い
か
、
敢
え
て
冒
頭
で
の
例
示
を
意
図
し
た
か
。
ち
な
み
に
、
こ
れ
以
後
の
勅

撰
集
で
は
『
玉
葉
集
』
(
一
四
七
二
・
永
福
門
院
)
ま
で
用
例
は
見
え
な
い
。

②
「
見
ゆ
る
曙
」
は
、
句
渡
り
の
用
例
し
か
見
あ
た
ら
ず
、
「
山
の
端
の
横
雲
ば
か
り
渡
り
つ
つ
緑
に
見
ゆ
る
曙
の
空
」
(
永
久
百
首
・
春
・

春
曙
・
二
六
・
兼
昌
)
が
そ
の
早
い
例
だ
が
、
式
子
の
「
正
治
初
度
百
部
」
詠
「
花
を
待
つ
面
影
見
ゆ
る
曙
は
四
方
の
梢
に
か
を
る
白
雲
」
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(
式
子
内
親
王
集
・
正
治
百
首
歌
奉
り
け
る
時
・
三
六
二
を
指
す
か
。
以
後
、
『
為
弔
ア
千
首
」
ま
で
作
例
は
見
え
な
い
。
③
「
あ
り
け
れ
ば
」

は
、
勅
撰
集
で
も
『
後
撰
』
(
二
首
)
「
拾
遺
』
(
四
首
)
『
千
載
』
(
一
首
)
に
見
え
る
常
用
の
語
だ
が
、
西
行
の
『
新
古
今
集
』
入
集
歌
「
何

事
に
と
ま
る
心
の
あ
り
け
れ
ば
さ
ら
に
し
も
ま
た
世
の
い
と
は
し
き
」
(
雑
下
・
一
八
三
一
)
を
指
す
か
。
以
後
の
勅
撰
集
で
は
『
風
雅
集
」

(
釈
教
・
二O
四
四
)
に
、
そ
れ
も
恵
心
僧
都
源
信
の
一
首
が
見
え
る
の
み
で
あ
る
。
④
「
思
ひ
せ
ば
」
は
、
『
古
今
』
(
一
首
)
『
拾
遺
』
(
二

首
)
に
見
え
て
以
後
、
「
続
拾
遺
』
(
二
首
)
ま
で
、
勅
撰
集
の
作
例
は
な
い
。
新
古
今
時
代
で
は
、
『
六
百
香
歌
合
』の
「
逢
ふ
こ
と
を
頼

む
る
暮
と
思
ひ
せ
ば
入
相
の
鐘
も
う
れ
し
か
ら
ま
し
」
(
恋
四
・
タ
恋
・
八
二
0

・
家
房
)
が
目
に
付
く
程
度
で
あ
る
。

⑤
「
心
地
こ
そ
す
れ
」
は
、
八
代
集
を
通
じ
て
作
例
は
多
い
。
た
だ
、
そ
の
後
は
『
新
勅
撰
』

の
二
首
以
後
『
玉
葉
』
の
四
首
ま
で
、
勅

撰
集
に
は
用
例
が
見
え
な
い
。
⑥
「
物
に
ぞ
あ
り
け
る
」
も
、
八
代
集
で
は
『
新
古
今
』
に
例
が
な
い
こ
と
以
外
は
こ
れ
に
ほ
ぼ
同
様
で
、
『
新

「
よ
く
も
聞
こ
え
ぬ
詞
多
し
」
「
な
ど
い
へ
る
詞
は
い
と
し
も
な
し
」
と
し
て
、
そ
の
詞
を
例
示
す
る
中
に
、
「
物
に
ぞ
あ
り
け
る
」
が
あ
り
、

ま
た
、
「
思
ほ
ゆ
る
か
な
、
心
地
こ
そ
す
れ
、
な
ど
は
、
な
か
な
か
狂
じ
た
る
方
も
あ
り
ぬ
べ
し
」
と
も
言
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
こ
の
両
語
は
、
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勅
撰
」
の
三
首
以
後
は
「
玉
葉
』
の
十
二
首
ま
で
飛
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
『
八
雲
御
抄
』
(
用
意
部
・
よ
く
よ
く
思
惟
す
べ
き
事
)
に
は
、

順
徳
院
が
、
よ
く
も
聞
こ
え
ず
、
大
し
た
こ
と
も
な
く
、
か
え
っ
て
ふ
ざ
け
た
感
じ
も
す
る
、
と
し
た
詞
な
の
で
あ
る
。

⑦
「
み
山
辺
の
里
」
は
、
八
代
集
で
は
『
後
拾
遺
』
か
ら
『
新
古
今
』
ま
で
に
見
え
、
特
に
『
千
載
』
で
は
三
首
が
採
ら
れ
て
い
る
が
、

そ
の
後
の
勅
撰
集
で
は
『
新
拾
遺
』

の
曾
禰
好
忠
詠
(
冬
・
六
五
六
)
ま
で
見
え
な
い
。
こ
の
詞
は
、
早
く
そ
の
好
忠
が
詠
み
始
め
、
経
信

や
顕
季
と
顕
輔
、
あ
る
い
は
『
堀
河
百
首
』
や
『
為
忠
家
百
首
』
を
経
て
、
『
久
安
百
首
』

で
四
首
の
作
例
が
見
え
、
西
行
が
多
用
す
る
に

至
る
(
山
家
集
に
七
首
)
。
新
古
今
時
代
に
も
、
慈
円
や
後
鳥
羽
院
を
中
心
に
多
く
の
作
例
が
見
え
る
。
恐
ら
く
は
、
『
山
家
集
』
(
山
家
初
秋
・

二
五
四
)
と
「
西
行
法
師
家
集
」
(
山
家
の
初
秋
を
・
二
ハ
五
)
共
に
秋
巻
頭
に
据
え
ら
れ
た
「
さ
ま
ざ
ま
伺
あ
は
れ
を
こ
め
て
梢
吹
く
風
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に
秋
知
る
み
山
辺
の
里
」
を
初
め
と
す
る
西
行
歌
の
影
響
で
あ
ろ
う
か
。
③
「
吹
く
嵐
か
な
」
は
、
勅
撰
集
で
は
『
新
古
今
」
が
初
出
で
、

良
経
(
冬
・
六
一
五
)
・
秀
能
(
哀
傷
・
七
八
九
)
・
通
光
(
雑
上
・
一
五
六
四
)
の
同
時
代
歌
人
の
三
首
が
採
ら
れ
て
い
て
、
そ
の
後
は
『
風

雅
』
に
定
家
の
一
例
(
七
七
二
が
見
え
る
の
み
で
あ
る
。
そ
の
良
経
詠
「
笹
の
葉
は
み
山
も
さ
や
に
う
ち
そ
よ
ぎ
氷
れ
る
霜
を
吹
く
嵐
か
な
」

は
『
正
治
初
度
百
首
』
(
冬
・
四
六
一
二
)
の
作
で
、
早
い
例
と
な
る
。
以
後
、
定
家
や
家
隆
も
含
め
て
、
新
古
今
歌
人
達
が
詠
み
試
み
て
い
る
。

た
だ
こ
の
詞
も
、
句
渡
り
に
は
な
る
が
、
『
山
家
集
』
冬
の
巻
頭
歌
「
夜
も
す
が
ら
惜
し
げ
な
く
吹
く
嵐
か
な
わ
ざ
と
時
雨
の
そ
む
る
梢
を
」
(
長

楽
寺
に
て
夜
紅
葉
を
思
ふ
と
云
ふ
事
を
人
人
よ
み
け
る
に
・
四
九
一
)
が
先
行
し
、

つ
ま
り
は
西
行
の
影
響
下
に
、
新
古
今
時
代
に
少
し
く

流
行
し
た
詞
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
「
み
山
辺
の
里
」
と
「
吹
く
嵐
か
な
」
に
つ
い
て
は
、
「
宗
尊
親
王
三
百
首
』
の
「
聞
き
馴
れ
ぬ
松
の
嵐
も
か
ね
て
よ
り
思
ひ
し
ま

ま
の
み
山
辺
の
里
」
(
雑
・
二
九
O
)
の
為
家
評
語
に
「
み
山
辺
の
里
、
吹
く
嵐
か
な
、
不
レ
可
レ
詠
之
由
、
亡
父
憶
申
候
き
。
随
分
加
一
一
制

止
一
候
」
と
あ
る
。
こ
の
「
亡
父
」
定
家
の
言
説
は
、
裏
付
け
が
あ
る
。
即
ち
、
『
順
徳
院
御
百
首
』

の
「
駒
と
め
て
し
ば
し
は
ゆ
か
じ
八

橋
の
く
も
で
に
白
き
今
朝
の
あ
は
雪
」
(
六
五
)
に
注
し
た
定
家
裏
書
に
、
「
駒
と
め
て
し
ば
し
は
ゆ
か
じ

尤
其
興
候
、
元
久
之
比
以
後
、

世
間
歌
仙
不
レ
論
一
一
初
学
旧
老
一
、
詠
歌
一
向
、
白
き
、
青
き
、
嵐
吹
く
な
り
、
吹
く
嵐
か
な
、
此
外
歌
不
レ
候
」
と
あ
り
、
『
八
雲
御
抄
』
(
用

意
部
・
調
の
い
り
ほ
が
)
に
も
「
定
家
云
く
、
白
き
、
青
き
、
吹
く
嵐
か
な
、
嵐
吹
く
な
り
、
に
て
の
み
侍
り
、
と
い
ふ
も
、
調
の
わ
ろ
き

に
は
あ
ら
じ
。
余
り
に
人
ご
と
に
好
む
を
憎
む
な
り
」
と
あ
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
少
な
く
と
も
定
家
の
意
図
と
し
て
は
、
そ
し
て
恐
ら

く
は
為
家
の
理
解
で
も
、
「
み
山
辺
の
里
」
や
「
吹
く
嵐
か
な
」
は
、
余
り
に
も
人
そ
れ
ぞ
れ
に
好
み
詠
む
こ
と
を
憎
ん
で
使
用
を
制
止
し

た
詞
な
の
で
あ
っ
て
、
独
創
性
に
帰
す
る
個
別
の
和
歌
に
由
来
す
る
制
詞
と
は
意
味
合
い
を
異
に
す
る
の
で
あ
る
。

如
上
の
各
語
の
用
例
の
分
布
状
況
に
照
ら
し
て
、
慶
融
は
、
名
歌
の
要
と
し
て
固
有
の
作
者
の
歌
に
原
拠
が
求
め
ら
れ
る
「
主
あ
る
詞
」
と
、
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作
例
甚
多
で
言
わ
ば
詠
ま
れ
過
ぎ
た
調
と
、
そ
の
中
で
も
順
徳
院
が
好
ま
な
か
っ
た
よ
う
な
俗
に
傾
い
た
詞
と
、
そ
れ
ら
を
区
別
せ
ず
、

括
し
て
禁
制
の
詞
と
し
て
併
存
さ
せ
て
い
た
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
も
慶
融
の
唆
昧
な
接
合
的
・
包
括
的
著
録
の
姿
勢
を
見
る
こ

と
が
で
き
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
同
時
に
こ
の
よ
う
な
多
様
な
制
調
の
挙
例
に
つ
い
て
は
、
『
井
蛙
抄
』
や
『
近
来
風
体
」
等
が
そ
れ
ぞ

れ
の
由
来
を
記
す
よ
う
に
な
る
と
い
う
点
で
、
後
代
の
歌
学
に
通
じ
て
い
く
と
も
言
え
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
右
の
調
の
列
挙
に
続
い
て
、
「
新
古
今
己
後
停
一
一
止
之
一
」
と
あ
り
、
さ
ら
に
⑨
「
苧
」
そ
つ
ら
け
れ
」
と
⑬
「
身
を
い
か
に
せ
む
」

の
二
語
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
両
語
は
、
『
新
古
今
』
以
後
慶
融
当
代
ま
で
の
勅
撰
集
に
も
用
例
が
相
当
数
見
え
て
い
る
。
⑨
「
身
こ
そ

つ
ら
け
れ
」
は
、
勅
撰
集
で
は
『
後
撰
』
(
一
首
)
『
後
拾
遺
』
(
一
首
)
以
後
は
、
『
続
後
撰
』
『
続
古
今
」
に
各
二
首
、
『
続
拾
遺
』
に
も
一

首
見
え
て
い
る
ば
か
り
か
、
寛
元
二
年
(
一
二
四
四
)
頃
の
「
新
撰
六
帖
』
に
は
為
家
を
含
む
四
首
の
作
例
が
あ
り
、
「
宝
治
百
首
』
(
二
例
)
『
弘

長
百
首
」
(
一
例
)
で
も
詠
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
加
え
て
、
慶
融
の
甥
為
世
撰
の
『
新
後
撰
集
」
で
は
六
首
が
採
ら
れ
て
も
い
か

)
O⑩
「
身

を
い
か
に
せ
む
」
は
、
『
後
撰
』
『
拾
遺
』
『
後
拾
遺
』
『
金
葉
』
の
各
一
首
以
後
、
『
新
古
今
』
に
四
首
、
「
新
勅
撰
』
に
三
首
、
『
続
後
撰
』
「
続-125-

古
今
』
に
各
一
首
の
作
例
が
見
え
る
。
「
身
こ
そ
っ
ら
け
れ
」
と
同
様
に
『
新
撰
六
帖
』
に
為
家
を
含
む
四
首
、
『
新
後
撰
』
な
ら
び
に
『
玉

葉
』
に
も
各
一
首
で
は
あ
る
が
作
例
が
見
え
て
い
る
の
で
あ
れ
問
。
ま
た
、
歌
末
に
「
:
・
身
を
」
を
、
初
句
に
「
い
か
に
せ
む
」
を
置
く
形
を

併
せ
見
て
も
、
『
金
葉
」
『
新
古
今
』
『
続
後
撰
』
『
続
拾
遺
』
に
各
一
例
が
見
え
か
)
他
、
建
長
三
年
頃
(
一
二
五
こ
頃
の
『
現
存
六
帖
』
や

『
弘
長
百
首
』
に
も
各
一
首
の
作
例
が
あ
っ
て
、
そ
の
傾
向
に
反
し
て
い
な
い
。

こ
れ
に
対
し
て
、
①
j
③
の
全
て
で
は
な
い
が
、
慶
融
が
誤
認
し
た
と
思
し
き
①
「
雨
の
夕
暮
」
と
、
③
「
あ
り
け
れ
ば
」
⑦
「
み
山
辺

の
里
」
③
「
吹
く
嵐
か
な
」
は
、
『
新
古
今
』
に
用
例
が
見
え
て
以
後
、
嘉
元
元
年
(
一
三
O
三
)
四
月
に
は
存
命
(
定
為
法
印
申
文
)
で
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あ
っ
た
慶
融
が
没
し
た
後
で
あ
ろ
う
頃
に
成
っ
た
『
玉
葉
』
以
後
の
勅
撰
集
に
し
か
用
例
が
見
え
な
い
語
で
あ
る
。
ま
た
、
④
「
思
ひ
せ
ば
」



は
、
『
古
今
」
「
拾
遺
』
以
降
は
『
続
拾
遺
』
ま
で
見
え
ず
、
⑤
「
心
地
こ
そ
す
れ
」
⑥
「
物
に
ぞ
あ
り
け
る
」
も
『
新
勅
撰
』
以
後
は
『
玉
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葉
』
ま
で
見
え
な
い
語
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
大
凡
で
し
か
捉
え
ら
れ
な
い
傾
向
を
、
慶
融
の
大
雑
把
な
識
見
の
反
映
と
見
る
こ
と
が
許
さ
れ

る
と
す
れ
ば
、
「
新
古
今
己
後
停
一
一
止
之

L
は
、
「
身
こ
そ
つ
ら
け
れ

身
を
い
か
に
せ
む
」
の
見
出
し
で
は
な
く
、
そ
れ
以
前
に
列
挙
し

た
調
に
関
す
る
言
で
あ
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
敢
え
て
言
え
ば
、

一
連
の
語
群
の
末
尾
「
み
山
べ
の
里

吹
く
嵐
か
な
」
の
両
語
に

付
さ
れ
た
注
記
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
、
と
も
考
え
る
の
で
あ
る
。
な
お
ま
た
、
や
は
り
①
1

③
の
語
群
全
体
に
対
す
る
注
記
で
あ
っ
た

と
す
る
と
、
特
に
④
「
思
ひ
せ
ば
」
は
、
為
氏
撰
の
『
続
拾
遺
集
』
に
二
例
見
え
て
い
る
の
で
、
慶
融
が
同
集
を
披
見
し
た
後
に
こ
れ
を
記

し
た
と
は
考
え
難
い
と
す
れ
ば
、
「
遂
加
』
の
成
立
は
、
為
家
没
の
建
治
元
年
(
一
二
七
五
)
五
月
一
日
以
降
、
「
続
拾
遺
集
』
奏
覧
の
弘
安

元
年
(
一
二
七
八
)
年
十
二
月
二
十
七
日
頃
以
前
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。

ぞ
こ
の
積
も
れ
ば
人
の
老
い
と
な
る
も
の
」
(
古
今
集
・
雑
上
・
八
七
九
・
業
平
)
の
歌
が
存
す
る
け
れ
ど
も
、
「
あ
ま
り
に
大
様
な
る
心
地
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さ
て
、
続
け
て
『
遂
加
」
は
、
初
句
に
「
大
方
は
」
「
ほ
の
ぼ
の
と
」
を
置
く
歌
に
つ
き
記
す
。
ま
ず
、
「
大
方
は
月
を
も
め
で
じ
こ
れ

す
」
と
言
う
。
業
平
歌
の
存
在
に
寄
り
掛
か
っ
て
初
句
に
「
大
方
は
」
を
詠
む
の
は
、
あ
ま
り
に
も
配
慮
が
足
り
な
い
感
じ
が
す
る
、
と

い
う
ほ
ど
の
意
味
だ
ろ
う
か
。

一
方
、
伝
人
麿
の
「
ほ
の
ぼ
の
と
明
石
の
浦
の
朝
霧
に
島
隠
れ
行
く
舟
を
し
ぞ
思
ふ
」
(
古
今
集
・
罵
旅
・

四
O
九
・
読
人
不
知
)
か
ら
、
後
鳥
羽
院
の
「
ほ
の
ぼ
の
と
春
こ
そ
空
に
来
に
け
ら
し
天
の
香
具
山
霞
た
な
び
く
」
(
新
古
今
集
・
春
上
・
二
)

が
詠
ま
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
以
外
は
、
「
お
ぼ
ろ
け
な
ら
ず
し
て
、
此
の
五
文
字
相
応
し
難
き
由
、
先
人
被
レ
仰
き
」
と
も
言
、
っ
。
伝
人
麿

歌
と
そ
れ
に
拠
っ
た
後
鳥
羽
院
詠
以
外
は
、
よ
ほ
ど
並
一
通
り
で
な
い
素
晴
ら
し
い
歌
で
な
く
て
は
、
初
旬
「
ほ
の
ぼ
の
と
」
に
相
応
す
る

二
句
以
下
の
表
現
は
困
難
だ
、
と
言
い
、
そ
れ
は
先
人
為
家
の
教
え
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
両
語
に
関
す
る
言
説
は
、
本
来
の
「
主
あ

る
詞
」
と
し
て
の
禁
制
の
詞
を
説
示
し
た
も
の
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。



一
連
の
制
詞
風
の
詞
の
列
挙
の
意
図
の
一
定
で
は
な
い
暖
昧
さ
は
、
慶
融
の
大
ま
か
な
知
識
に
基
づ
く
認
識
の
不
精
確
さ
も
そ
の
一
因
で

あ
ろ
う
が
、

の
み
な
ら
ず
、
個
々
の
知
識
に
基
づ
く
複
数
の
位
相
の
事
象
を
大
づ
か
み
に
併
結
し
て
一
つ
の
ま
と
ま
り
と
し
て
提
示
す
る
と

い
う
、
慶
融
の
姿
勢
が
主
因
で
あ
る
と
捉
え
た
い
と
思
う
の
で
あ
る
。

定
家
か
ら
為
家
を
経
て
慶
融
に
至
る
勅
撰
撰
歌
論
の
変
遷

「
遂
加
』
は
次
の
よ
う
に
続
く
。
便
宜
に
、
類
同
の
部
分
を
示
す
記
号
を
頭
に
付
す
。

C 

咲
き
に
け
り
雲
の
は
た
て
の
桜
花
余
り
嵐
に
物
思
へ
と
て

此
の
歌
も
平
に
入
る
べ
き
由
、
懇
望
し
け
る
を
、
撰
者
い
と
惜
し
げ
に
、
桜
ほ
ど
の
物
を
人
の
物
思
へ
と
て
、
入
れ
ら
れ
ず
。

(
お
)

か
様
に
の
み
あ
り
し
に
、
近
年
見
及
ぶ
歌
は
、
春
の
曙
・
秋
の
夕
暮
・
秋
の
夜
の
月
、
皆
此
の
儀
に
な
れ
り
。
た
だ
時
節
す
さ
び
、

d 
身
に
し
み
、
景
物
の
心
を
動
か
し
、
堪
へ
難
き
事
を
可
一
一
賞
翫
一
と
ぞ
、
先
人
は
仰
せ
ら
れ
し
。

新
勅
撰
集
に
家
隆
卿
、

思
ひ
か
ね
な
が
む
れ
ば
ま
た
夕
日
さ
す
軒
端
の
山
の
松
も
恨
め
し

え
せ
歌
な
り
け
る
を
、
撰
び
入
れ
ら
れ
た
り
け
る
を
、
口
惜
し
き
事
と
、
是
同
じ
物
語
に
あ
り
し
。

こ
の
c
の
部
分
は
、
「
先
人
」
為
家
の
『
為
家
書
柑
』
に
、
次
の
と
お
り
あ
る
箇
所
の

c
の
部
分
の
内
容
を
承
け
た
言
説
で
あ
ろ
う
。
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a 

寂
蓮
、
「
稲
葉
を
渡
る
さ
を
鹿
の
声
」
と
よ
み
て
自
讃
仕
り
候
ひ
け
る
を
ば
、
祖
父
俊
成
、
末
代
の
歌
損
ぜ
む
ず
る
歌
也
、
誠
少
な
し
、
恋
・

述
懐
な
ど
に
は
利
口
も
許
す
事
な
れ
ど
、
四
季
歌
は
虚
誕
は
不
レ
可
レ
然
候
ふ
由
、
申
し
候
ひ
け
る
。
千
載
集
に
入
れ
ず
候
ひ
け
る
を
、

余
り
に
泣
く
泣
く
申
し
け
る
不
便
さ
に
、
父
定
家
、
平
に
申
し
入
れ
て
候
ひ
き
。

日

今
思
し
食
し
候
へ
ば
、
な
ほ
よ
く
申
し
候
ひ
け
る
。
近
代
歌
、
此
の
風
出
で
来
て
、
ひ
た
虚
言
に
な
り
に
た
り
、
と
申
し
候
ひ
き
。

如
レ
此
事
、
此
中
風
、
い
と
ど
手
振
れ
候
ひ
て
委
く
不
レ
申
候
ふ
。

C 

ま
た
、
新
勅
撰
の
比
、
橘
長
政
と
申
し
候
ひ
し
好
士
、
自
讃
歌
に
、

咲
き
に
け
り
雲
の
は
た
て
の
山
桜
あ
ま
つ
嵐
に
物
思
へ
と
て

と
詠
じ
候
ひ
て
、
平
に
可
レ
入
之
由
、
懇
望
し
候
ひ
き
。
亡
父
、

い
と
惜
し
げ
に
、
桜
ほ
ど
の
物
を
、
人
の
物
思
へ
と
て
咲
く
と
言
ひ

な
さ
む
、

い
ま
い
ま
し
、
と
申
し
候
ひ
き
。

就
レ
之
、
近
年
見
及
び
候
へ
ば
、
春
の
曙
・
秋
の
夕
暮
・
秋
の
夜
の
月
、
み
な
此
の
義
に
罷
り
成
り
候
ふ
。
只
時
節
す
ご
く
身
に
し
み
、

景
物
の
心
を
動
か
し
、
堪
へ
難
き
事
を
賞
翫
(
す
る
)
ご
と
く
思
ひ
給
ひ
候
へ
。

両
者
の
c

部
分
は
ほ
ぼ
重
な
る
が
、
な
お
細
か
い
点
で
の
異
な
り
は
、
両
書
の
伝
本
の
書
写
過
程
で
生
じ
た
異
同
か
も
し
れ
な
い
し
、
『
為

家
主
回
札
』の
教
定
宛
書
状
と
い
う
性
格
か
ら
し
て
、
こ
れ
自
体
を
慶
融
が
書
承
し
た
訳
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
慶
融
の
引
用
の
疎
漏

の
結
果
で
あ
る
可
能
性
も
見
て
お
き
た
い
。

『
為
家
書
札
』
の
a
H

部
分
は
、
寂
蓮
の
「
尾
の
上
よ
り
門
田
に
通
ふ
秋
風
に
稲
葉
を
渡
る
さ
を
鹿
の
声
」
(
千
載
集
・
秋
下
・
三
二
五
)

と
の
自
讃
歌
を
、
俊
成
が
「
末
代
の
歌
損
ぜ
む
ず
る
歌
」
と
し
て
『
千
載
集
』

へ
の
入
集
を
拒
ん
だ
の
を
、
寂
蓮
愁
訴
の
不
倒
さ
に
定
家
が

(469) -128-



是
非
に
と
申
し
入
れ
て
入
集
し
た
が

(
a
)、
今
考
え
れ
ば
俊
成
の
言
は
至
言
で
、
近
頃
の
歌
に
は
こ
の
よ
う
な
風
が
出
来
し
て
、
定
家
の

言
は
虚
し
く
な
っ
た
(
，b
)
、
と
い
う
定
家
の
言
説
で
あ
り
、
そ
の
詳
細
を
為
家
が
中
風
の
痘
撃
を
言
い
訳
に
省
略
を
示
唆
し
た
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
こ
れ
は
、
定
家
と
家
隆
の
言
談
を
藤
原
長
綱
が
筆
録
し
た
と
さ
れ
る
『
京
極
中
納
言
相
識
』
に
詳
し
く
語
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、

「
予
が
得
分
に
申
し
入
れ
畢
ぬ
」
、
つ
ま
り
定
家
の
推
薦
権
で
申
請
・
入
集
し
た
と
い
う
部
分
を
挟
ん
で
、
次
の
よ
う
に
あ
る
の
で
あ
る
。

a 

寂
蓮
入
道
が
歌
に
、

尾
の
上
よ
り
門
田
に
通
ふ
秋
風
に
稲
葉
を
渡
る
さ
を
鹿
の
声

殊
の
外
に
自
嘆
の
気
あ
り
て
、
千
載
集
撰
ば
れ
し
時
、
ま
げ
て
入
る
べ
き
由
申
し
し
を
、
撰
者
、
面
白
き
歌
な
り
、
是
は
、
道
理
に
叶

ん
、
何
事
か
あ
ら
ん
、
の
由
、
泣
く
泣
く
申
し
し
か
ば
、
予
が
得
分
に
申
し
入
れ
畢
ぬ
。

今
，h

は
ぬ
に
は
あ
ら
ね
ど
も
、
末
代
の
歌
損
ぜ
む
ず
る
も
の
な
り
、
入
る
べ
か
ら
ず
、
と
申
さ
れ
し
を
、
作
者
、
則
ち
一
首
書
き
入
れ
た
ら

b 

し
か
る
に
、
近
頃
、
「
海
辺
鹿
」
と
い
ふ
題
に
、
「
末
の
枝
洩
る
さ
を
鹿
の
声
」
と
侍
り
し
は
、
此
の
体
に
侍
り
き
。
「
月
だ
に
つ
ら

き
浦
風
に
」
と
い
へ
る
浦
風
ば
か
り
こ
そ
海
辺
に
て
候
へ
、
そ
の
外
海
の
心
な
し
。
ま
た
、
「
松
の
枝
洩
る
」
な
ど
侍
る
下
の
句
も
、

鹿
の
声
は
い
か
に
松
の
枝
を
ば
洩
る
に
か
、
心
得
難
し
。
そ
の
か
み
、
家
隆
の
歌
に
、

時
雨
降
る
比
に
し
な
れ
ば
さ
を
鹿
の
上
毛
の
星
も
ま
づ
曇
り
つ
勾

と
あ
り
し
を
、
作
者
よ
く
詠
み
た
り
と
思
は
れ
た
り
し
を
、
入
道
、
こ
れ
も
道
理
は
あ
り
、
冬
毛
に
変
は
る
比
、
上
毛
の
星
曇
れ
る
ほ

ど
、
面
白
し
、
と
て
、
点
を
加
へ
ら
れ
ざ
り
き
。
し
か
れ
ば
、
い
か
さ
ま
に
も
面
白
か
る
ま
じ
き
物
を
と
、
思
う
給
ふ
る
な
り
。
か
つ

(468) 

は
、
歌
損
ぜ
む
ず
る
と
申
し
置
か
れ
た
る
が
符
合
し
た
る
な
り
。
「
稲
葉
」
「
松
の
枝
」
に
て
知
ら
る
る
も
の
也
。



つ
ま
り
、
定
家
は
、
和
歌
は
表
面
的
な
面
白
さ
を
狙
う
べ
き
で
は
な
く
そ
れ
を
以
て
判
断
す
れ
ば
後
代
に
禍
根
を
残
す
と
い
っ
た
父
俊
成

(467) 

の
教
導
と
自
ら
の
反
省
を
、
寂
蓮
歌
の
逸
話

(
a
)に
続
け
て
、
反
省
の
材
料
と
な
る
『
千
載
集
』
採
録
の
寂
蓮
歌
に
似
た
体
の
歌
出
現
の

具
体
例
に
補
強
の
材
料
と
な
る
家
隆
歌
の
逸
話
を
付
加
し
て
説
い
て
い
た

(
b
)の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
為
家
は
、
寂
蓮
歌
の
逸
話

(
a
)

を
、
具
体
的
部
分
は
病
気
を
理
由
に
省
略
し
て
(
百
)
、
定
家
が
『
新
勅
撰
集
』
撰
進
時
に
長
政
歌
を
「
桜
」
に
対
す
る
表
現
の
不
遜
故
に

拒
否
し
た
と
い
う
全
く
別
の
逸
話
と
連
接
さ
せ
た
上
で
、
寂
蓮
歌
に
似
た
体
の
歌
出
現
の
定
家
の
反
省
を
承
け
る
か
の
よ
う
に
、
「
就
レ
之
、

近
年
見
及
び
候
へ
ば
」
と
し
て
「
春
の
曙
」
「
秋
の
夕
暮
」
「
秋
の
夜
の
月
」
を
挙
例
し
て
い
る
(
C
)の
で
あ
る
。

一
見
、
為
家
は
定
家
の

訓
説
に
従
っ
て
い
る
よ
う
で
は
あ
る
。
し
か
し
、
『
京
極
中
納
言
相
語
』
が
定
家
の
言
説
を
間
接
的
に
著
録
し
た
も
の
で
、
『
為
家
主
目
札
』
も

-130-

藤
原
教
定
宛
の
書
状
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
て
も
、
両
者
の
聞
に
闘
騒
が
あ
る
こ
と
は
無
視
で
き
な
い
。
『
京
極
中
納
言
相
語
』
が
、
歌
は

後
代
に
禍
根
を
残
す
よ
う
な
表
現
の
面
白
さ
を
狙
う
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
一
貫
し
た
俊
成
と
定
家
の
考
え
を
伝
え
て
い
る
の
に
対
し
て
、

『
為
家
書
札
』
は
、
勅
撰
集
に
本
来
入
集
さ
せ
る
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
点
で
は
一
致
す
る
が
、
そ
の
理
由
を
異
に
す
る
寂
蓮
歌
と
長
政
歌

を
同
列
に
並
べ
、
か
つ
は
そ
の
後
に
、
新
古
今
時
代
以
後
に
爆
発
的
に
盛
行
し
た
三
語
へ
の
批
判
を
結
び
つ
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

為
家
の
著
述
態
度
の
、
断
章
取
義
的
側
面
と
表
裏
の
、
言
わ
ば
緩
や
か
な
包
括
性
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

そ
の
言
説
を
、

や
や
精
確
を
欠
き
な
が
ら
も
『
遂
加
』
は
そ
の
ま
ま
引
き
継
い
で
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
「
遂
加
』
は
、
「
先
人
は
仰

せ
ら
れ
し
」
に
続
け
て
d

で
、
『
新
勅
撰
集
』
の
家
隆
「
思
ひ
か
ね
」
歌
(
恋
五
・
九
九
四
)
が
「
え
せ
歌
」
だ
っ
た
の
を
定
家
が
撰
入
し
た

こ
と
を
悔
や
ん
だ
と
、
「
同
じ
物
語
に
あ
り
し
」
と
し
て
言
う
の
で
あ
る
。
「
同
じ
物
語
」
は
、
前
の
「
先
人
は
仰
せ
ら
れ
し
」
を
承
け
る
の

で
あ
ろ
う
か
。
と
す
れ
ば
、
『
為
家
主
目
札
』
が
考
え
ら
れ
る
が
、
現
存
本
に
は
見
え
な
い
。
父
親
か
ら
の
親
し
い
談
話
の
口
伝
を
「
物
語
」



と
称
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
家
隆
の
「
思
ひ
か
ね
」
歌
は
、
『
六
百
番
歌
合
』
(
恋
下
・
寄
木
恋
・
一

O
四
四
)
の
作
で
、
そ
こ
で
は
初

句
「
思
ひ
わ
び
」
、
四
句
「
軒
端
の
岡
の
」
で
あ
る
。
判
者
俊
成
は
、
本
歌
「
タ
づ
く
夜
さ
す
や
岡
辺
の
松
の
葉
の
い
っ
と
も
わ
か
ぬ
恋
も

す
る
か
な
」
(
古
今
集
・
恋
一
・
四
九0
・
読
人
不
知
)
を
指
摘
し
つ
つ
、
「
優
に
聞
こ
え
侍
り
」
と
言
う
。
そ
の
後
、
『
家
隆
卿
百
番
白
歌
合
』

(
一
三
六
)
を
経
て
、
『
新
勅
撰
集
』
(
恋
五
・
九
九
四
)
に
採
録
さ
れ
る
。
前
者
は
初
・
四
句
共
に
『
遂
加
』
に
同
じ
で
、
後
者
も
初
句
は
『
遂
加
』

に
同
じ
だ
が
、
四
句
は
「
軒
端
の
岡
の
」
で
あ
か

)
O定
家
が
「
え
せ
歌
よ
み
」
(
明
月
記
)
と
批
判
し
た
季
経
が
『
千
五
百
香
歌
合
』
で
「
軒

端
の
岡
、
い
と
聞
き
よ
か
ら
ず
」
と
良
平
の
歌
(
一
九
四
四
)
を
批
判
し
た
こ
と
は
あ
る
も
の
の
、
こ
の
歌
の
本
文
の
変
化
の
理
由
は
詳
ら

か
に
は
し
得
ず
、
結
局
、
同
歌
が
似
而
非
歌
で
、
{
疋
家
が
『
新
勅
撰
集
」
に
撰
入
し
た
の
を
後
悔
し
た
、
と
い
う
為
家
の
言
説
の
意
図
や
出

所
は
不
明
で
あ
る
。
と
も
か
く
も
、
共
に
『
新
勅
撰
集
』
に
入
集
す
べ
き
で
な
か
っ
た
両
首
で
あ
る
こ
と
を
一
致
点
に
、
為
家
の
言
説
を
増

以
上
を
図
式
的
に
ま
と
め
る
と
、
定
家
の
言
説

(
a
b
)を
、
為
家
が
変
容
さ
せ
た
言
説

(
a
v
o
c
)
を
、
さ
ら
に
慶
融
が
変
化
さ
せ
た

結
し
た
と
い
う
こ
と
は
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

の
が
『
遂
加
』
の
言
説

(
c
d
)と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。
こ
の
三
代
間
で
、
各
話
材
の
一
部
分
が
連
鎖
し
な
が
ら
全
体
は
漸
次
変
成
し

て
ゆ
き
、
結
果
と
し
て
趣
旨
を
微
妙
に
異
に
す
る
訓
説
が
相
伝
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

四

調
論
を
め
ぐ
る
為
家
へ
の
敬
慕
と
付
会

『
遂
加
』の
末
尾
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

住
み
付
き
わ
ろ
き
詞
の
中
に
、
五
条
の
・
京
極
の
、
両
詠
に
も
あ
ま
た
見
ゆ
る
事
あ
れ
ど
も
、
な
ど
や
ら
ん
好
み
詠
み
た
く
も
な
き

(466) 



由
、
被
レ
仰
きo

冬
の
け
し
き
、
春
・
夏
・
秋
に
、
是
も
承
け
ら
れ
切
と
侍
り
し
か
ど
も
、
続
後
撰
集
に
も
、
か
様
の
調
あ
る
歌
、
撰

り
入
れ
ら
れ
た
り
。
こ
れ
が
歌
の
姿
よ
く
な
り
ぬ
れ
ば
、
か
様
の
事
苦
し
か
ら
ず
。
ま
ね
び
て
及
ば
ざ
ら
む
、
返
々
す
口
惜
し
き
事
也
。

白
雲
こ
れ
る
憂
き
が
身

(465) 

谷
越
し
憂
き
が
憂
し

か
様
の
事
さ
の
み
書
き
尽
く
し
難
し
。
た
だ
先
達
の
歌
尋
め
て
見
る
べ
し
。

花
盛
り
か
も

峰
越
し

ま
ず
、
定
ま
り
の
つ
か
な
い
調
の
中
に
、
五
条
三
位
入
道
俊
成
の
、
京
極
黄
門
定
家
の
、
両
者
の
詠
作
に
も
沢
山
見
え
る
事
は
あ
る
け
れ

ど
も
、
ど
う
い
う
わ
け
か
、
好
ん
で
詠
み
た
く
も
な
い
由
を
、
父
為
家
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
定
家
が
説
く
三
代
集
歌
人

の
用
語
使
用
の
原
理
(
詠
歌
大
概
等
)
に
従
っ
て
、
「
い
か
に
も
古
歌
に
あ
ら
ん
調
を
用
ふ
べ
し
」
と
し
な
が
ら
も
、
「
但
し
、
聞
き
よ
か
ら

今
中

ん
詞
は
、
今
初
め
て
詠
み
出
だ
し
た
ら
ん
も
悪
し
か
る
べ
か
ら
ず
」
(
詠
歌
一
体
・
歌
の
詞
の
事
)
と
説
い
た
為
家
の
、
祖
父
俊
成
や
父
定

家
に
も
追
従
し
な
い
意
志
を
窺
わ
せ
る
よ
う
な
言
説
で
は
あ
る
。
よ
り
具
体
的
に
は
、
続
く
文
脈
が
例
示
す
る
よ
う
に
、
「
け
し
き
(
景
色
・

気
色
)
」
を
め
ぐ
る
俊
成
・
定
家
と
為
家
の
見
解
の
相
違
に
基
づ
く
言
説
で
あ
ろ
う
か
。
俊
成
も
定
家
も
拘
ら
な
か
っ
た
「
け
し
き
」
を
、

為
家
は
、
「
初
学
と
家
業
継
承
を
象
徴
す
る
作
恥
」
た
る
二
十
六
歳
時
の
「
為
家
千
首
』
の
九
首
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
二
十
歳
代
で
は
む

(
特
)

し
ろ
常
用
し
、
ま
た
建
長
頃
ま
で
は
詠
じ
て
も
い
た
が
、
晩
年
に
至
る
に
つ
れ
て
「
け
し
き
」
を
忌
避
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

「
冬
の
け
し
き
」
以
下
の
大
意
は
、
「
冬
の
け
し
き
」
は
も
と
よ
り
春
・
夏
・
秋
の
「
け
し
き
」
に
つ
い
て
も
承
認
で
き
な
い
と
い
う
父
為

家
の
教
え
が
あ
っ
た
が
、
為
家
撰
「
続
後
撰
集
』
に
も
同
様
の
詞
を
持
つ
歌
が
撰
入
さ
れ
て
い
て
、
こ
れ
(
「
け
し
き
」
)
を
用
い
た
歌
の
姿

が
良
く
な
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
詞
の
歌
も
差
し
支
え
な
い
、
し
か
し
こ
の
こ
と
を
真
似
て
も
及
ば
な
い
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
返
す

返
す
残
念
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
慶
融
の
父
為
家
へ
の
敬
愛
の
度
を
知
り
得
る
言
説
と
も
言
え
、
こ
こ
に
為
家
が
定
家
の
径
を



省
筆
し
た
こ
と
に
重
な
る
も
の
を
窺
う
こ
と
も
で
き
る
。
同
時
に
、
為
家
が
忌
避
し
た
「
冬
の
け
し
き
」
「
秋
の
け
し
き
」
の
語
を
含
む
歌

を
自
ら
『
続
後
撰
集
』
に
撰
挺
し
た
こ
と
を
以
て
、
為
家
は
歌
詞
の
禁
忌
よ
り
も
歌
姿
の
優
良
が
優
先
さ
れ
る
価
値
判
断
を
下
し
た
の
だ
と

見
て
、
そ
れ
は
慶
融
自
身
が
及
ば
な
い
境
地
な
の
で
あ
る
、
と
い
う
よ
う
に
言
い
な
し
て
い
る
こ
と
は
、
父
へ
の
敬
愛
と
表
裏
に
、
為
家
の

生
涯
を
通
じ
た
変
化
を
無
視
し
て
為
家
の
前
半
生
の
行
為
と
後
半
生
の
理
念
と
を
結
び
つ
け
た
、

一
種
の
付
会
で
あ
ろ
う
。
為
家
が
「
続
後

撰
集
』
に
「
け
し
き
」
詠
を
採
っ
た
の
は
、
そ
の
時
期
に
は
「
け
し
き
」
を
忌
避
す
る
考
え
を
固
め
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
の
で
あ
り
、
「
調
な
だ
ら
か
に
言
ひ
下
し
、
清
、
げ
な
る
は
、
姿
の
よ
き
也
」
(
詠
歌
一
体
・
歌
の
姿
の
事
)
と
い
う
考
え
を
持
つ
に
至
る

為
家
の
、
姿
を
重
視
す
る
姿
勢
に
基
づ
く
判
断
と
は
関
係
が
な
い
と
見
ら
れ
る
か
ら
で
も
あ
る
。
ま
た
、
為
家
が
「
冬
(
春
・
夏
・
秋
)
の

け
し
き
」
の
調
を
忌
避
し
な
が
ら
、
姿
が
良
く
な
れ
ば
認
め
ら
れ
る
、
と
説
い
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、
為
家
の
「
一
句
悪
か
ら
ん
は
、
良
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き
句
混
じ
り
て
も
更
々
詮
有
る
べ
か
ら
ず
」
(
向
上
)
と
い
う
志
向
に
背
離
す
る
こ
と
に
も
な
ろ
う
。
右
の
文
脈
は
、
慶
融
が
父
為
家
の
行

為
や
訓
説
を
都
合
よ
く
繋
ぎ
合
わ
せ
た
結
果
を
反
映
し
た
も
の
で
は
な
い
か
、
と
思
う
の
で
あ
る
。
慶
融
の
父
譲
り
の
断
章
取
義
的
側
面
を

窺
わ
せ
る
も
の
と
言
っ
て
も
よ
い
。

さ
て
、
「
白
雲
こ
れ
る
」
か
ら
「
憂
き
が
身
」
ま
で
の
語
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
用
い
た
和
歌
史
上
に
特
徴
的
・
画
期
的
詠
作
や
、
具
体

的
な
加
難
の
事
実
な
ど
は
見
出
せ
な
い
。
こ
れ
は
、
絶
対
的
に
忌
避
す
べ
き
制
詞
と
し
て
挙
例
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
「
冬
の
け
し
き
」
な

ど
と
同
様
に
、

一
般
的
に
は
使
用
を
承
認
で
き
な
い
が
、
一
首
の
姿
に
有
益
な
場
合
に
は
容
認
さ
れ
る
語
の
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
六
語
の
内
、
「
白
雲
こ
れ
る
」
や
「
憂
き
が
憂
し
」
は
作
例
が
見
え
な
い
が
、
「
花
盛
り
か
も
」
は
、
定
家
撰
の
「
新

勅
撰
集
」
に
「
さ
を
鹿
の
声
聞
こ
ゆ
な
り
宮
城
野
の
本
あ
ら
の
小
萩
花
盛
り
か
も
」
(
秋
上
・
二
三
四
・
祐
子
内
親
王
家
小
弁
)
、
「
谷
越
し
」
は
、

定
家
作
の
「
谷
越
し
の
真
柴
の
軒
の
夕
煙
よ
そ
め
ば
か
り
は
住
み
う
か
ら
じ
ゃ
」
(
洞
院
摂
政
家
百
首
・
雑
・
山
家
・
二
三
四
)
、
「
憂
き
が
身
」

(464) 



は
、
為
家
作
の
「
晴
れ
ぬ
べ
き
道
は
か
た
が
た
あ
り
な
が
ら
身
の
憂
き
が
身
に
な
ほ
や
ま
ど
は
ん
」
(
向
上
・
雑
・
述
懐
・
一
八
一
九
)
が
、

(463) 

そ
れ
ぞ
れ
存
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
な
お
、
「
峰
越
し
」
に
つ
い
て
も
、
家
隆
に
「
眺
め
や
る
心
の
さ
き
に
山
桜
誰
が
峰
越
に
花
を
見
る
ら
ん
」

(
壬
二
集
・
家
百
首
・
嶺
花
・
二
二
五
三
)
の
作
が
あ
る
他
、
定
家
の
異
父
兄
の
隆
信
と
そ
の
子
信
実
に
も
作
例
が
あ
る
(
通
親
亭
影
供
歌

合
建
仁
元
年
三
月
・
七
七
、
信
実
集
・
九
六
)の
で
、
こ
れ
も
、
慶
融
が
仰
ぐ
べ
き
定
家
や
為
家
の
撰
歌
・
詠
作
の
例
が
あ
る
こ
と
に
準
じ
て
、

そ
の
よ
う
に
判
断
さ
れ
た
も
の
と
見
て
よ
い
と
考
え
る
か
ら
で
も
あ
る
。

む
す
び
|
為
家
か
ら
慶
融
が
受
け
継
い
だ
も
の

以
上
に
見
き
た
っ
た
よ
う
に
、
『
詠
歌
一
体
』
に
「
遂
加
」
し
た
か
に
見
え
た
『
遂
加
』

の
題
詠
論
も
、
そ
の
内
実
は
、
祖
父
定
家
の
言
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説
を
下
敷
き
に
し
つ
つ
、
地
儀
に
限
定
し
て
落
題
の
証
歌
を
挙
げ
て
論
じ
る
と
見
せ
て
、
そ
の
挙
歌
の
結
題
を
繋
ぎ
と
し
て
、
花
・
郭
公
・
月
・

雪
と
い
う
四
季
要
題
の
字
必
詠
論
へ
と
転
化
さ
せ
つ
つ
、
「
花
」
の
題
詠
を
論
じ
る
有
効
性
に
疑
問
が
残
る
歌
を
挙
例
し
、
唐
突
に
地
儀
の
「
鵜

川
」
題
に
返
っ
て
原
理
主
義
的
な
物
言
い
を
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
具
体
的
に
掲
示
さ
れ
た
一
見
「
主
あ
る
詞
」
と
思
し
き
制
詞
語

群
も
、
略
本
系
『
詠
歌
一
体
』
に
連
な
る
も
の
で
は
あ
っ
た
が
、
そ
れ
ら
の
性
質
は
、
特
定
の
歌
に
遡
源
す
る
主
あ
る
詞
、
作
例
過
多
の
使

用
の
安
易
を
各
め
る
べ
き
詞
、
そ
の
中
で
も
俗
に
過
ぎ
る
詞
、
と
い
う
よ
う
に
区
別
さ
れ
る
べ
き
、
異
な
る
意
味
合
い
の
「
制
詞
」
を
並
列

さ
せ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
、
本
来
の
主
あ
る
調
と
言
え
る
「
大
方
は
」
「
ほ
の
ぼ
の
と
」
の
語
を
父
為
家
の
教
え
と
し
て
論
評
し
つ
つ
、
祖
父
定
家
の
勅
撰

集
撰
歌
の
問
題
へ
と
移
行
さ
せ
て
、
そ
れ
に
関
す
る
父
為
{
永
か
ら
の
別
々
の
訓
説
二
つ
を
結
び
付
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
為
家
の
一
方

の
訓
説
は
ま
た
、
定
家
か
ら
継
承
し
た
で
あ
ろ
う
、
『
千
載
集
』
撰
進
時
の
俊
成
か
ら
定
家
が
承
け
た
後
代
に
禍
根
を
残
さ
な
い
よ
う
な
本



質
的
撰
歌
基
準
に
関
わ
る
訓
説
の
逸
話
を
、
父
定
家
の
反
省
の
具
体
相
を
隠
し
つ
つ
、
『
新
勅
撰
集
』
撰
進
時
の
「
桜
」
の
表
現
に
過
誤
あ

る
歌
を
忌
避
し
た
と
い
う
個
別
的
撰
別
に
関
す
る
訓
説
の
逸
話
に
連
接
さ
せ
、
さ
ら
に
新
古
今
時
代
以
後
の
安
易
な
流
行
語
を
批
判
す
る
論

に
展
開
し
た
言
説
全
体
の
後
半
部
分
で
あ
っ
た
。
他
方
の
訓
説
は
、
出
所
を
不
明
と
せ
ざ
る
得
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
慶
融

は
、
既
に
定
家
か
ら
継
承
す
る
過
程
で
為
家
が
変
容
さ
せ
て
い
た
撰
歌
論
・
用
語
論
を
、
変
化
を
加
え
な
が
ら
受
け
継
い
で
別
の
撰
歌
論
に

も
連
結
し
、
全
体
が
為
家
か
ら
相
承
し
た
撰
歌
論
・
用
語
論
の
ご
と
く
包
括
し
て
記
述
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

加
え
て
、
為
家
が
後
半
生
に
至
っ
て
忌
避
し
た
「
け
し
き
」
の
語
を
め
ぐ
り
、
あ
た
か
も
為
家
当
初
か
ら
の
価
値
判
断
で
「
け
し
き
」
歌

を
不
承
不
承
『
続
後
撰
集
」
に
撰
歌
し
た
よ
う
に
言
い
な
し
、
そ
れ
を
歌
姿
の
優
良
に
よ
っ
て
許
容
さ
れ
る
調
に
付
会
し
て
、
亡
父
為
家
の

見
識
と
し
て
敬
意
を
も
示
し
つ
つ
、
類
同
の
詞
を
例
証
無
く
列
挙
し
て
も
い
る
の
で
あ
る
。

慶
融
が
父
為
{
永
か
ら
受
け
継
い
で
「
遂
加
」
し
た
も
の
は
、
父
為
家
が
示
し
た
訓
説
に
さ
ら
な
る
個
別
事
象
を
「
遂
加
」
し
た
だ
け
で
は
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な
く
、
本
来
は
別
々
の
事
柄
を
結
び
付
け
て
緩
や
か
に
包
括
し
て
新
た
な
訓
説
に
仕
立
て
る
方
法
を
、
さ
ら
に
柔
軟
に
質
の
異
な
る
複
数
の

事
象
を
も
抱
き
合
わ
せ
て
一
説
の
ご
と
く
包
摂
す
る
と
い
う
方
法
と
し
て
「
遂
加
」
し
た
と
言
っ
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
牽
強
付
会

に
な
り
か
ね
な
い
便
宜
的
統
合
の
著
述
方
法
は
し
か
し
、
鶴
的
で
焦
点
の
定
ま
ら
な
い
説
を
生
み
出
す
の
み
で
、
そ
の
説
は
意
味
を
な
さ
な

い
と
い
う
こ
と
で
は
あ
る
ま
い
。
前
代
か
ら
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
諸
々
の
訓
説
を
時
代
の
中
で
捉
え
返
し
て
、
時
代
の
和
歌
に
少
な
く
と

も
意
識
と
し
て
は
警
鐘
を
鳴
ら
し
、
後
代
の
和
歌
を
良
い
方
向
へ
導
こ
う
と
し
た
行
為
な
の
で
あ
る
。
鎌
倉
前
期
に
定
家
が
説
い
た
原
理
主

義
的
で
禁
欲
的
な
訓
説
は
、
次
代
に
於
て
既
に
嗣
子
・
弟
子
達
に
よ
っ
て
柔
軟
に
変
容
さ
せ
ら
れ
て
い
枝
、
そ
れ
に
続
く
次
代
に
慶
融
は
位

置
し
つ
つ
、
ま
さ
に
為
家
に
「
遂
加
」
し
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
さ
ら
に
、
後
代
の
仮
託
書
・
偽
書
へ
と
連
繋
し
て
い
く
要
素
を
内
包
す
る

(462) 

も
の
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
井
上
宗
雄
が
「
「
追
加
」
や
竹
園
抄
の
よ
う
に
父
の
こ
と
ば
を
録
す
る
と
い
う
よ
う
な
識
語
を
持
つ
も
の
は



既
に
偽
書
の
一
歩
手
前
の
も
の
と
い
っ
た
匂
い
を
多
分
に
持
っ
て
い
か
)
」
と
述
べ
る
の
は
、
右
に
見
た
よ
う
な
『
遂
加
』

の
、
慶
融
本
人
の

(461) 

意
識
や
作
為
の
度
合
い
は
措
い
た
、
結
果
と
し
て
の
暖
昧
さ
や
都
合
の
よ
さ
に
照
ら
し
て
、
首
肯
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
の
後
半
生
に
歌
壇
上
に
対
立
す
る
一
方
の
当
事
者
と
な
る
為
家
の
子
息
の
世
代
以
降
に
、
俊
成
以
来
続
く
歌
の
家
が
分
裂
し
て
歌
壇
上

に
争
闘
を
伴
う
活
気
を
生
み
出
し
つ
つ
、
三
つ
の
流
れ
が
絡
み
合
っ
て
以
後
の
歌
壇
の
状
況
を
現
出
さ
せ
た
と
い
う
意
味
で
、
為
家
の
位
置

は
基
盤
的
で
あ
る
。
同
様
に
、
為
家
の
歌
学
の
方
法
か
ら
派
生
し
て
、
後
代
の
歌
学
の
あ
り
方
の
一
端
が
方
向
付
け
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
る

と
い
う
意
味
で
も
、
為
家
の
位
置
は
重
要
で
あ
り
、
そ
う
い
っ
た
為
(
永
か
ら
の
拡
散
の
、
原
初
の
様
相
を
『
遂
加
』
は
具
体
的
に
覗
か
せ
て

い
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

日
注

(
1
)
 
作
者
慶
融
に
つ
い
て
は
、
井
上
宗
雄
「
歌
僧
慶
融
に
つ
い
て
」
(
『
平
安
朝
文
学
研
究
』
復
刊
二
一
、
平
一
五
・
二
一
)
が
詳
し
く
、
小
論
も

こ
れ
を
参
照
し
た
。

(
2
)
『
遂
加
』
の
伝
本
は
、
『
日
本
歌
学
大
系
』
第
三
巻
所
収
本
の
底
本
で
あ
る
神
宮
文
庫
本
(
三
・
一
一
二
三
)
の
他
、
書
陵
部
本
(
伏
・
一
四
一
)
、

島
原
松
平
文
庫
本
(
一
一
九
・
六
)
、
東
大
本
居
文
庫
本
(
本
居
軟
一
一
七
・
四
四
ニ
、
篠
山
市
青
山
会
本
(
一
二
二
八
)
等
が
知
ら
れ
る
。
い

ず
れ
も
「
此
抄
周
嗣
禅
師
新
千
載
作
者
/
頓
公
和
歌
門
弟
所
持
之
本
也
。
以
二
呪
近
之
功
一
被
一
一
付
属
一
畢
。
貞
治
三
年
三
月
日
頓
宗
」
の
奥
書
を

有
す
る
(
神
宮
文
庫
本
は
「
此
抄
」
が
「
右
此
抄
」
、
「
新
千
載
」
が
「
千
載
集
」
)
。
こ
の
「
頓
公
」
頓
阿
と
そ
の
門
弟
周
嗣
と
頓
宗
に
つ
い

て
は
、
井
上
宗
雄
『
中
世
歌
壇
史
の
研
究
』
(
昭
四
0

・
一
一
、
昭
六
二
・
五
改
訂
新
版
、
明
治
書
院
)
に
詳
し
く
、
「
「
追
加
」
は
蔵
書
家
周
嗣

(
頓
阿
門
)
の
手
に
帰
し
、
次
い
で
同
門
頓
宗
の
手
に
よ
っ
て
写
さ
れ
て
そ
の
系
統
本
が
今
に
伝
わ
っ
た
の
で
あ
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
諸

本
間
に
、
大
き
な
異
な
り
は
な
い
が
、
一
部
分
の
漢
文
体
を
読
み
下
し
の
形
に
す
る
傾
向
が
あ
る
点
で
東
大
本
居
本
、
僅
か
な
が
ら
意
改
的

異
文
を
持
つ
点
で
青
山
会
本
が
、
そ
し
て
両
本
に
の
み
特
有
の
異
文
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
両
者
が
後
出
で
か
つ
や
や
親
近
の
関
係
に
あ
る
可
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能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
神
宮
文
庫
本
と
書
陵
部
本
と
松
平
文
庫
本
に
共
通
の
傍
記
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
三
者
に
も
親
近
の
関
係
性
が
窺
わ
れ
る
。

こ
こ
で
は
、
書
陵
部
本
を
底
本
に
し
、
そ
の
本
文
に
問
題
が
あ
る
場
合
は
そ
の
他
の
本
に
よ
っ
て
校
訂
す
る
。

(
3
)読
み
や
す
さ
に
配
慮
し
、
改
行
や
字
配
り
を
整
え
、
通
行
の
字
体
に
よ
り
、
歴
史
的
仮
名
遣
い
に
改
め
る
他
、
適
宜
仮
名
を
漢
字
に
、
漢
字

を
仮
名
に
改
め
、
漢
字
に
は
送
り
が
な
を
付
し
、
清
濁
を
施
す
。
反
復
記
号
は
適
宜
本
字
に
戻
す
。
ま
た
、
漢
文
体
の
部
分
に
は
返
り
点
を

付
す
。
表
記
法
上
以
外
で
本
文
を
改
め
る
場
合
は
注
記
す
る
。
な
お
、
「
寄
」
は
「
歌
」
に
、
「
華
」
は
「
花
」
に
統
一
し
た
。
以
下
、
そ
の

他
の
作
品
の
本
文
に
つ
い
て
も
同
様
。

題
欺
(
か
)

(
4
)底
本
・
神
宮
文
庫
本
・
松
平
文
庫
本
は
「
旅
の
字
」
。
本
居
文
庫
本
は
「
題
の
字
」
、
青
山
会
本
は
「
題
に
て
旅
の
字
」
と
あ
る
。
「
た
い
」
か

ら
「
た
ひ
」
を
経
て
「
旅
」
に
な
っ
た
可
能
性
を
見
て
、
「
題
の
字
」
に
改
め
る
。

(
5
)底
本
「
な
け
れ
と
」
を
、
他
本
及
び
『
古
今
集
』
に
よ
り
改
め
る
。

(
6
)今
治
市
河
野
美
術
館
本
に
よ
る
。

(
7
)
和
歌
作
品
の
引
用
は
、
特
記
し
な
い
限
り
新
編
国
歌
大
観
本
に
よ
る
が
、
表
記
は
改
め
た
場
合
が
あ
る
。
平
安
時
代
の
歌
合
は
平
安
朝
歌
合

大
成
本
に
よ
る
。

(
8
)
佐
藤
恒
雄
「
詠
歌
一
体
考
」
(
『
藤
原
為
家
研
究
』
平
二0
・
九
、
笠
間
書
院
。
初
出
は
『
国
文
学
言
語
と
文
芸
』
四
O
、
昭
四

0

・
五
)
が
指

摘
す
る
の
に
従
う
。

(
9
)髄
脳
類
の
引
用
は
、
特
記
し
な
い
限
り
日
本
歌
学
大
系
本
に
よ
る
が
、
表
記
は
改
め
た
場
合
が
あ
る
。

(
叩
)
現
行
分
類
第
一
類
の
陽
明
文
庫
本
。
別
に
、
第
二
類
の
伝
為
氏
筆
本
系
天
理
本
『
貫
之
集
』
に
も
「
六
月
鵜
河
/
聾
火
の
影
し
う
つ
れ
ば
む

ば
た
ま
の
夜
川
の
底
は
水
も
燃
え
け
り
」
(
八
)
が
見
え
る
が
、
第
一
類
本
の
調
書
は
「
六
月
う
か
ひ
」
で
疑
義
が
残
る
。

(
日
)
永
承
元
年
(
一
O
四
六
)
j
康
平
三
年
(
一
O
六
O
)
の
夏
と
推
定
さ
れ
て
い
る
『
頼
資
資
成
歌
合
』
に
も
出
題
さ
れ
た
ら
し
い
こ
と
が
廿

巻
本
の
目
録
か
ら
知
れ
る
が
、
歌
は
散
供
。

(
ロ
)
慶
融
は
、
後
年
正
応
年
間
(
一
二
八
八1
九
一
二
)
頃
に
関
東
に
下
向
。
為
相
と
の
親
交
や
執
権
北
条
貞
時
勧
進
「
三
島
社
十
首
」
へ
の
参
加

が
知
ら
れ
る
が
、
『
遂
加
』
成
立
段
階
で
の
関
東
方
へ
の
関
心
は
不
明
。
注

(
1
)所
掲
井
上
論
孜
、
小
林
一
彦
三
正
応
五
年
北
条
貞
時
勧

進
三
島
社
奉
納
十
首
和
歌
』
を
読
む
」
(
『
京
都
産
業
大
学
日
本
文
化
研
究
所
紀
要
』
五
、
平
二
一
二
三
参
照
。

(
日
)
拙
稿
「
京
極
派
の
「
け
し
き
」
素
描
」
(
『
歌
わ
れ
た
風
景
』
平
一
二
・
一

O
、
笠
間
書
院
)
を
参
照
願
い
た
い
。
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(
凶
)
日
本
歌
学
大
系
本
に
よ
る
が
、
『
八
雲
御
抄
の
研
究
正
義
部
/
作
法
部
』
(
平
一
三
・
一O
、
和
泉
書
院
)
所
収
の
諸
本
を
参
照
す
る
。

(
日
)
拙
稿
「
『
詠
歌
一
体
』
を
読
む
」
(
『
野
鶴
群
芳
』
平
一
四
・
一
O
、
笠
間
書
院
)
を
参
照
願
い
た
い
。

(
同
)
こ
こ
で
『
遂
加
』
が
挙
げ
る
十
二
語
と
、
後
出
の
「
白
雲
こ
れ
る
」
か
ら
「
憂
き
が
身
」
ま
で
の
六
語
を
、
全
て
含
む
略
本
系
『
詠
歌
一
体
』

は
、
中
世
の
文
学
『
歌
論
集
一
』
(
昭
四
六
・
二
、
三
弥
井
書
店
)
の
諸
本
分
類
に
よ
る
、
東
洋
文
庫
・
慶
大
図
書
館
・
東
大
国
文
研
究
室
本

等
の
第
三
類
(
丙
本
)
本
の
「
不
レ
可
二
好
詠
一
詞
」
で
あ
る
。
同
書
解
題
は
、
「
「
不
可
好
詠
調
」
の
五
七
語
に
は
、
排
列
上
『
為
家
口
伝
』
(
『
和

歌
口
伝
抄
』
と
も
。
編
者
・
成
立
未
詳
。
彰
考
館
・
書
陵
部
・
上
田
市
立
図
書
館
等
蔵
)
の
末
尾
や
慶
融
の
『
追
加
』
と
一
致
す
る
部
分
が

あ
り
、
こ
れ
ら
三
書
の
聞
に
何
ら
か
の
関
連
が
想
像
さ
れ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
『
近
来
風
体
』
は
、
「
以
上
可
レ
止
之
由
、
慶

融
法
眼
抄
に
見
え
た
り
」
と
し
て
、
「
雨
の
夕
暮
」
か
ら
「
物
に
ぞ
あ
り
け
る
」
ま
で
の
語
と
、
「
身
こ
そ
つ
ら
け
れ
」
「
身
を
い
か
に
せ
む
」

の
両
語
、
お
よ
び
後
出
の
「
花
盛
り
か
も
」
「
峰
越
し
」
「
谷
越
し
」
「
憂
き
身
(
憂
き
が
身
)
」
の
語
を
列
挙
し
て
い
る
。

(
η
)神
宮
文
庫
本
(
従
っ
て
歌
学
大
系
本
も
)
は
欠
く
。
他
本
全
て
に
あ
り
。

(
同
)
現
行
本
に
は
見
え
な
い
。
『
続
千
載
集
』
(
春
上
・
六
人
)
に
も
「
正
治
百
首
歌
た
て
ま
つ
り
け
る
時
」
で
入
集
。
差
し
替
え
か
。

(
ゆ
)
新
編
国
歌
大
観
本
は
「
な
き
こ
と
に
」
だ
が
、
伝
為
相
筆
本
等
に
よ
り
改
め
る
。

(
加
)
原
文
「
き
ゃ
う
」
。
こ
の
部
分
を
引
く
、
『
井
蛙
抄
』
尊
経
閣
文
庫
蔵
公
維
筆
本
(
歌
論
歌
学
集
成
本
に
よ
る
)
で
も
「
狂
」
の
字
を
当
て
て
い
る
。

(
引
)
『
西
行
法
師
家
集
』
は
「
さ
ま
ざ
ま
に
」
。

(
刀
)
底
本
と
東
大
本
居
本
は
「
物
」
。
他
本
に
よ
り
改
め
る
。

(
お
)
そ
の
後
、
『
新
続
古
今
集
』
に
も
一
例
あ
り
。

(
M
)そ
の
後
、
『
新
千
載
』
(
一
首
)
『
新
拾
遺
』
(
一
一
首
)
『
新
後
拾
遺
』
(
一
首
)
に
も
用
例
あ
り
。

(
笥
)
そ
の
後
、
『
続
千
載
』
(
二
首
)
『
続
後
拾
遺
』
(
一
首
)
『
風
雅
』
(
一
首
)
『
新
拾
遺
』
(
一
首
)
『
新
後
拾
遺
』
(
一
首
)
『
新
続
古
今
』

に
も
用
例
あ
り
。

(
お
)
底
本
は
虫
損
で
判
読
困
難
。
東
大
本
居
本
は
「
冬
」
、
そ
の
他
の
諸
本
は
「
秋
」
。
後
掲
『
為
家
書
札
』
も
「
秋
」
。
「
秋
」
に
従
う
。

(
幻
)
谷
山
茂
「
為
家
書
札
と
そ
の
妖
艶
幽
玄
体
|
|
付
、
越
部
禅
尼
消
息
等
の
伝
本
な
ら
び
に
紫
明
抄
の
こ
と
な
ど
|
|
」
(
『
文
林
』
一
、
昭
四
一
・
二
一
)

に
よ
る
。

(
お
)
中
世
の
文
学
『
歌
論
集
一
』
(
昭
四
六
・
二
、
三
弥
井
書
店
)
所
収
本
に
よ
る
。

(459) 

(
二
首
)

「
ノ
刑
制
四
円
い

刀
U
4
芦
田r
←
』
「



(
怨
)
「
時
雨
ゆ
く
空
こ
そ
あ
ら
め
さ
を
鹿
の
上
毛
の
星
も
か
つ
曇
り
け
り
」
(
壬
二
集
・
百
首
文
治
三
年
十
一
月
・
秋
・
九
四
四
)
の
「
記
憶
違
い
か
」
と
い
う
。

注
(
お
)
所
掲
書
参
照
。

(
却
)
勅
撰
集
の
用
例
数
を
一
覧
し
て
お
く
(
句
渡
り
を
除
く
)
。
春
の
曙
リ
千
載2
、
新
古
今
5

、
新
勅
撰
5

、
続
後
撰
1

、
続
古
今
6

、
続
拾
遺

6

。
秋
の
夕
暮
H

後
拾
遺
7

、
金
葉
1

、
調
花
1

、
千
載
2

、
新
古
今
凶
、
新
勅
撰
2

、
続
後
撰
8

、
続
古
今
凶
、
続
拾
遺
6

。
秋
の
夜
の

月
日
古
今
1

、
拾
遺
3

、
後
拾
遺
5

、
金
葉
8

、
詞
花
3

、
千
載
4

、
新
古
今
口
、
新
勅
撰
5

、
続
後
撰
打
、
続
古
今
日
、
続
拾
遺
凶
。

(
引
)
注
(
日
)
所
掲
拙
稿
「
『
詠
歌
一
体
』
を
読
む
」
を
参
照
願
い
た
い
。

(
刀
)
新
編
国
歌
大
観
本
の
底
本
は
現
存
最
古
写
本
と
い
う
日
本
大
学
総
合
図
書
館
本
。
小
西
甚
一
本
を
底
本
と
す
る
『
新
校
六
百
番
歌
合
』
(
昭

五
一
・
六
、
有
精
堂
)
本
、
書
陵
部
本
(
五
O

一
・
六
一
九
)
を
底
本
と
す
る
新
日
本
古
典
文
学
大
系
本
は
、
初
句
「
思
ひ
か
ね
」
、
四
句
「
軒

端
の
岡
の
」
。
『
新
校
六
百
番
歌
合
』
著
録
の
校
異
に
は
、
初
句
「
お
も
ひ
わ
ひ
」
の
数
本
を
記
す
が
、
四
句
の
異
同
は
な
い
。
判
詞
に
も
「
軒

端
の
岡
の
、
な
ど
い
へ
る
」
と
あ
り
、
四
句
は
「
軒
端
の
岡
の
」
で
動
か
な
い
。

(
お
)
新
編
国
歌
大
観
本
の
底
本
は
尊
経
閣
文
庫
蔵
伝
蜂
川
新
右
衛
門
親
当
筆
本
。
群
書
類
従
本
も
同
じ
だ
が
、
四
句
の
「
山
」
に
「
を
か
イ
」
の

傍
記
あ
り
。

(
M
M
)
穂
久
適
文
庫
蔵
冷
泉
家
旧
蔵
伝
為
家
筆
定
家
自
筆
識
語
本
(
影
印
版
)
に
よ
る
。

(
%
以
)
『
壬
二
集
』
(
三
八
七
)
は
、
初
句
「
思
ひ
わ
ぴ
」
四
匂
「
軒
端
の
岡
の
」
。
新
編
国
歌
大
観
本
の
底
本
は
蓬
左
文
庫
蔵
玉
吟
集
(
一

O
七
・
九
)
。

高
松
宮
蔵
本
(
貴
重
書
函
・
二
一
)
を
底
本
と
す
る
『
藤
原
家
隆
集
と
そ
の
研
究
』
(
昭
四
三
・
七
)
所
収
本
・
私
家
集
大
成
本
も
同
じ
。

(
対
)
神
宮
文
庫
本
は
「
う
け
、
れ
と
も
」
、
他
本
は
つ
つ
け
ら
れ
す
と
」
。

(
幻
)
『
詠
歌
一
体
』
乙
本
(
注
(
凶
)
所
掲
「
歌
論
集
一
』
の
分
類
)
で
は
「
白
雲
た
れ
り
」
。

(
兜
)
神
宮
文
庫
本
は
つ
つ
き
身
」
と
も
読
め
る
が
、
「
き
」
と
「
身
」
の
聞
の
運
筆
の
屈
曲
を
、
「
可
」
の
「
か
」
の
痕
跡
に
も
読
み
得
る
。
他
本
は
「
う

き
か
身
」
で
あ
る
の
で
、
「
憂
き
が
身
」
の
本
文
を
採
る
。

(
労
)
新
編
国
歌
大
観
第
十
巻
(
平
四
・
四
、
角
川
書
店
)
所
収
該
書
の
佐
藤
恒
雄
解
題
。

(
紛
)
注
(
日
)
所
掲
拙
稿
「
京
極
派
の
「
け
し
き
」
素
描
」
を
参
照
願
い
た
い
。

(
制
)
「
片
岡
の
あ
さ
け
の
風
も
吹
き
か
へ
て
冬
の
景
色
に
散
る
木
の
葉
か
な
」
(
冬
・
四
六
四
・
基
家
)
、
「
な
が
め
つ
つ
過
ぐ
る
月
日
も
知
ら
ぬ
ま

に
秋
の
景
色
に
な
り
に
け
る
か
な
」
(
秋
上
・
二
四
五
・
小
町
)
。
他
に
『
続
後
撰
集
』
の
「
け
し
き
」
詠
は
、
「
久
方
の
天
の
香
具
山
照
ら
す

Q
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日
の
景
色
も
け
ふ
ぞ
春
め
き
に
け
る
」
(
春
上
・
四
・
実
定
)
、
「
な
さ
け
あ
り
て
の
ど
け
き
風
の
景
色
か
な
こ
こ
の
へ
に
ほ
ふ
花
の
あ
た
り
に
」

(
賀
・
一
三
四
三
・
忠
実
)
。

(
位
)
拙
稿
「
『
詠
歌
一
体
」
を
読
む
」
(
注
(
日
)
所
掲
)
、
「
『
簸
河
上
』
を
読
む
」
(
『
国
語
と
国
文
学
』
平
九
・
一

(
幻
)
注
(
2
)所
掲
『
中
世
歌
壇
史
の
研
究
』
。

一
)
を
参
照
願
い
た
い
。
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